
ア
ト
リ
ー
労
働
党
政
権
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
再
定
住
軍
団
の
編
成

1
一
九
四
五
－
一
九
四
六

溝

上
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【
要
約
】
　
一
九
四
五
年
二
月
の
ヤ
ル
タ
会
談
の
結
果
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
東
部
領
土
は
ソ
連
に
併
合
さ
れ
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
は
共
産
勢
力
の
強
い
影
響
を
受

け
た
臨
時
政
府
が
誕
生
し
た
。
当
時
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
亡
命
政
府
の
後
見
国
と
し
て
そ
の
軍
を
指
揮
下
に
お
い
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
以
降
、
帰
国
拒

否
が
予
測
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
の
処
遇
問
題
に
直
面
す
る
。
四
六
年
初
頭
、
国
際
的
圧
力
を
受
け
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
解
体
を
迫
ら
れ
た
イ
ギ
リ
ス
政

府
は
、
帰
国
拒
否
兵
士
の
再
定
住
先
を
模
索
し
た
が
、
諸
外
国
だ
け
で
な
く
、
英
連
邦
諸
国
、
植
民
地
な
ど
帝
国
内
部
か
ら
も
好
意
的
な
反
応
は
得
ら
れ

な
か
っ
た
。
他
に
受
け
入
れ
先
が
な
い
な
か
、
最
終
的
に
四
六
年
五
月
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
を
国
内
に
受
け
入
れ
、
そ
の
定
住
を
支
援
す

る
組
織
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
再
定
住
軍
団
を
編
成
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
従
来
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
受
け
入
れ
の
背
景
と
し
て
は
、
国
内
の
労
働
力
需
要
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
受
け
入
れ
、
再
定
住
政
策
は
、

対
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
策
に
留
ま
ら
な
い
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
り
広
範
な
対
外
政
策
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
八
巻
三
号
　
二
〇
〇
五
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

第
二
次
世
界
大
繁
期
の
一
九
四
五
年
二
面
一
吉
、
チ
γ
チ
告
相
は
、
下
院
で
以
下
の
よ
う
な
発
言
を
行
・
た
。
7
ギ
リ
ス
政
府
剛

は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
兵
士
が
ロ
ン
ド
ン
亡
命
政
権
に
忠
誠
を
誓
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
。
…
…
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
勇
敢
に
戦
っ
た
ポ
ー
ラ
　
9
7



ン
ド
兵
へ
の
恩
を
け
っ
し
て
忘
れ
な
い
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
我
々
の
指
揮
下
で
戦
っ
た
も
の
す
べ
て
に
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

自
由
と
市
民
権
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
強
く
願
っ
て
い
る
。
」

　
当
時
、
二
〇
万
人
以
上
も
の
人
員
を
擁
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
が
、
連
合
国
軍
の
一
員
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
指
揮
下
で
戦
っ
て
い
た
。
こ
の
軍
は
、

一
九
三
九
年
置
独
ソ
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
を
受
け
て
ロ
ン
ド
ン
に
亡
命
し
て
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
軍
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
ソ
連
に
よ
る
解
放
が
進
み
つ
つ
あ
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
四
四
年
末
に
共
産
主
義
者
を
中
心
と
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
解
放
委

員
会
が
臨
時
政
府
を
宣
言
し
て
お
り
（
ル
ブ
リ
ン
政
権
）
、
亡
命
政
府
の
地
位
は
危
う
く
な
っ
て
い
た
。
四
五
年
一
月
五
日
、
す
で
に
カ
テ
ィ
ン

の
森
事
件
を
機
に
亡
命
政
府
と
断
交
し
て
い
た
ソ
連
政
府
は
、
こ
の
ル
ブ
リ
ン
政
権
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
臨
時
政
府
と
し
て
承
認
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
二
月
に
開
か
れ
た
ヤ
ル
タ
会
談
に
お
い
て
、
営
農
ソ
三
国
首
脳
は
、
領
土
と
政
権
と
い
う
戦
後
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
基
本
的
な
あ
り
方
を
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

す
る
二
つ
の
事
項
に
つ
い
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
入
の
頭
越
し
に
決
定
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
領
土
に
つ
い
て
は
、
ソ
連
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
東
部

の
併
合
を
認
め
、
代
償
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
は
、
北
部
と
西
部
で
ド
イ
ツ
か
ら
領
土
を
与
え
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
政
権
に
つ
い

て
は
、
ル
ブ
リ
ン
政
権
に
国
内
外
の
民
主
的
指
導
者
を
加
え
た
新
臨
時
政
府
を
樹
立
し
、
民
意
を
真
に
代
表
す
る
政
府
の
樹
立
に
向
け
、
早
期

に
自
由
選
挙
を
実
施
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
米
誌
ソ
三
国
は
新
臨
時
政
府
を
承
認
す
る
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
亡
命
政
府
に
と
っ
て
こ
の

決
定
は
事
実
上
の
死
亡
宣
告
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
亡
命
政
府
の
下
に
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、
と
く
に
新
元
に
ソ
連
領
と
な
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
東

部
出
身
者
が
帰
国
を
断
念
し
、
難
民
に
な
る
可
能
性
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
冒
頭
の
チ
ャ
ー
チ
ル
の
発
言
は
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
が
保
護
下
に

お
い
て
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
中
で
も
規
模
が
最
大
で
、
ま
た
、
戦
争
遂
行
に
功
績
の
あ
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
兵
士
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
へ
の
受

け
入
れ
を
示
唆
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
最
終
的
に
、
翌
四
六
年
五
月
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
を
国
内
に
受
け
入
れ
、
定
住
支
援
組
織
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド

人
再
定
住
軍
団
（
℃
○
房
ぽ
男
Φ
ω
①
巳
窪
①
㌶
○
。
愚
ω
）
を
編
成
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
。
以
後
四
九
年
九
月
に
こ
の
軍
団
が
解
体
さ
れ
る
ま
で
に
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

一
一
万
四
千
人
が
入
団
し
、
九
万
人
以
上
が
イ
ギ
リ
ス
に
定
住
し
た
。
さ
ら
に
、
ソ
連
で
創
設
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
部
隊
と
と
も
に
四
二
年
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夏
に
ソ
連
か
ら
中
東
へ
脱
出
し
た
三
万
人
ほ
ど
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
難
民
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
兵
士
の
家
族
、
ま
た
は
軍
の
関
係
者
と
し
て
、
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

士
に
続
い
て
渡
英
し
た
。
こ
れ
ら
の
兵
士
と
家
族
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
核
を
形
成
し
た
と
と
も
に
、
戦
後
最

初
に
イ
ギ
リ
ス
に
定
住
し
た
外
国
人
集
団
と
も
な
っ
た
。
他
方
、
受
け
入
れ
た
イ
ギ
リ
ス
に
視
点
を
移
す
と
、
約
一
二
万
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

は
、
当
時
、
こ
の
国
が
短
期
間
に
受
け
入
れ
た
外
国
人
集
団
と
し
て
は
規
模
の
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
一
九
五
一
年
の
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
セ
ン
サ
ス
で
、
外
国
人
人
口
が
三
六
万
三
五
八
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
二
〇
世
紀
に
入

っ
て
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
移
民
受
け
入
れ
に
消
極
的
な
国
で
あ
っ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
は
、
一
九
世
紀
末
の
東
欧
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
量
流
入
を
受
け
て
一
九
〇
五
年
に
外
国
人
法
（
≧
一
Φ
霧
》
巳
を
制
定
し
て
以
降
、

外
国
人
の
入
国
に
制
限
を
課
す
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
敵
性
外
国
人
の
抑
留
が
行
な
わ
れ
た
第
～
次
世
界
大
戦
以
降
、
規
制
が
強
化
さ
れ

（一

繹
鼡
續
N
外
国
人
法
）
、
二
〇
年
に
出
さ
れ
た
外
国
人
令
（
〉
白
鍵
○
益
①
目
）
に
よ
っ
て
雇
用
許
可
証
制
度
が
導
入
さ
れ
、
国
内
の
労
働
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
外
国
人
の
入
国
管
理
政
策
が
密
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
。
三
三
年
の
ナ
チ
ス
政
権
成
立
の
結
果
発
生
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
に
つ
い
て
は
、
イ

ギ
リ
ス
政
府
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
は
移
民
受
け
入
れ
国
で
は
な
い
」
と
し
て
、
通
常
の
外
国
人
入
国
手
続
き
の
枠
内
で
一
時
滞
在
者
と
し
て
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

し
、
そ
の
保
護
を
も
っ
ぱ
ら
国
内
の
ユ
ダ
ヤ
人
団
体
や
民
間
の
慈
善
団
体
に
委
ね
た
。
戦
後
の
難
民
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、
四
五
年
一
一

月
に
開
始
が
発
表
さ
れ
た
難
民
受
け
入
れ
策
（
窮
民
計
画
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
い
る
親
類
が
難
民
の
扶
養
責
任
を
引
き
受
け
る
こ
と
を
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

書
で
明
示
す
る
こ
と
が
受
け
入
れ
条
件
と
さ
れ
て
お
り
、
戦
間
期
の
慎
重
な
姿
勢
は
戦
後
も
依
然
と
し
て
続
い
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
四
七
年
二
月
、
農
業
、
石
炭
業
、
繊
維
業
な
ど
基
幹
産
業
で
の
労
働
力
不
足
に
悩
ん
だ
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
外
国
人
労
働
力
を

積
極
的
に
活
用
す
る
と
い
う
方
針
を
そ
の
経
済
白
書
の
中
で
明
確
に
打
ち
臆
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
外
国
人
労
働
力
の
利
用
は
、
総
力
戦
体
制
に

あ
っ
た
戦
時
中
か
ら
終
戦
直
後
に
か
け
て
も
、
戦
争
捕
虜
の
利
用
な
ど
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
臨
時
労
働
力
で
あ
り
、

基
本
的
に
は
帰
国
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
四
七
年
二
月
の
白
書
は
、
労
働
力
不
足
が
当
面
継
続
す
る
と
の
認
識
の
下
、
基
幹

産
業
で
の
労
働
力
確
保
が
イ
ギ
リ
ス
の
戦
後
復
興
に
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
、
定
住
の
可
能
性
が
高
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
や
東
欧
諸
国
出
身
の
難
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⑨

民
を
集
団
で
受
け
入
れ
、
外
国
人
労
働
力
と
し
て
労
働
市
場
に
組
み
込
む
方
針
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
扱
う
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
の

定
住
政
策
は
、
四
六
年
か
ら
四
七
年
と
い
う
、
戦
後
復
興
に
取
組
み
始
め
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
外
国
人
労
働
力
に
対
す
る
見
解
を
転
換
す
る
時

⑩期
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
～
般
に
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
移
民
を
取
り
扱
っ
た
研
究
で
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
、
ユ
ダ
ヤ
人
移
民
や
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
の
カ
リ
ブ
諸
国
、

イ
ン
ド
亜
大
陸
な
ど
旧
植
民
地
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
「
カ
ラ
ー
ド
移
民
」
に
関
心
が
集
中
し
、
ア
ト
リ
ー
政
権
期
に
外
国
人
労
働
者
と
し
て
受
け

入
れ
ら
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
に
つ
い
て
は
、
分
析
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
近
年
、
第
二
次
大
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
渡
英
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
グ
ル
ー
プ
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
が
出
つ
つ
あ
る
が
、
未
だ
数
も
少
な
く
、
歴
史
の
考
察
対
象
と
し
て
こ
れ
ら
の
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
の
存
在
に
注
意
を
喚
起
す
る
こ
と
が
第
一
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
ヨ
ー
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ッ
パ
志
願
労
働
者
（
国
ξ
・
需
§
＜
巳
§
酔
Φ
銭
≦
。
蒔
Φ
H
ω
）
に
つ
い
て
論
じ
た
ダ
イ
ア
ナ
・
ケ
イ
と
ロ
バ
ー
ト
・
マ
イ
ル
ズ
の
研
究
を
除
い
て
、
焦

点
は
主
に
移
民
グ
ル
ー
プ
の
ほ
う
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
を
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
受
け
入
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
を
体
系
的
に
論
じ
る

も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
そ
の
中
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
移
民
政
策
を
「
人
種
」
を
軸
に
体
系
的
に
論
じ
た
の
が
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ポ
ー
ル
で
あ
る
。

彼
女
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
撫
当
者
の
中
に
あ
る
人
種
階
層
意
識
と
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
の
問
に
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
戦

後
イ
ギ
リ
ス
の
移
民
政
策
が
、
「
帝
国
」
と
「
白
人
の
イ
ギ
リ
ス
」
の
維
持
と
い
う
二
つ
の
課
題
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
こ
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
、
国
内
の
労
働
力
不
足
と
人
口
減
少
に
対
す
る
懸
念
の
中
で
、
「
防
人
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に

「
潜
在
的
イ
ギ
リ
ス
人
（
℃
O
肖
Φ
口
け
一
鋤
一
b
d
H
一
肖
O
昌
。
◎
）
」
と
し
て
積
極
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
存
在
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
大
き
な
関
心
を
払
う
べ
き
対

象
と
は
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
ポ
ー
ル
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
移
民
政
策
に
「
人
種
」
意
識
が
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
確

か
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
ま
で
政
策
を
方
向
付
け
た
の
か
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
ま
た
、
ポ
ー
ル
の
議
論
は
、
と

り
わ
け
東
欧
系
の
移
民
に
つ
い
て
は
、
政
策
決
定
過
程
の
深
い
分
析
に
基
づ
い
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
本
稿
で
述
べ
る
よ
う
に
、
ポ
ー
ラ
ン

100 （424）
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ド
人
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
政
策
は
、
単
純
に
「
人
種
」
や
労
働
力
不
足
に
そ
の
要
因
を
集
約
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
一
方
、
戦
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
動
向
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
双
方
の
研
究
者
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て

　
⑮

き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
問
題
に
関
心
が
集
中
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
イ
ギ

リ
ス
の
い
か
な
る
政
策
の
下
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
関
心
が
低
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
国
内
史
の
観
点
か
ら
は
他

の
移
民
と
の
関
連
、
と
く
に
受
け
入
れ
過
程
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
と
の
関
連
が
捨
象
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、

受
け
入
れ
の
背
景
と
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
対
外
政
策
に
つ
い
て
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
を
め
ぐ
る
も
の
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
関
心
が
示
さ
れ

て
い
な
い
。

　
本
稿
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
焦
点
を
あ
て
た
先
行
研
究
と
は
視
点
を
変
え
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
受
け
入
れ
に
関
わ
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
移
民

政
策
を
「
人
種
」
と
は
別
の
視
点
か
ら
議
論
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
が
伝
統
的
に
移
民
受
け
入
れ
国
で
な
い
と
い
う
表
現
は
歴
史
的
に
正
し
く
な
い

と
し
て
も
、
移
民
の
流
れ
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
急
激
に
拡
大
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
直

後
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
移
民
の
受
け
入
れ
に
寛
大
で
あ
る
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
イ
ギ
リ
ス
は
受
け
入
れ
た

の
か
。
従
来
の
研
究
は
、
受
け
入
れ
の
直
接
的
な
要
因
に
は
注
意
を
払
わ
ず
、
受
け
入
れ
の
加
速
要
因
と
な
っ
た
労
働
力
需
要
を
強
調
し
が
ち

　
　
　
⑯

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
の
受
け
入
れ
ば
、
対
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
策
に
留
ま
ら
な
い
、
国
際
的
地
位
の
低
下
の
中
で
な

お
も
大
国
と
し
て
責
任
を
果
た
し
、
帝
国
の
維
持
を
図
ろ
う
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
よ
り
広
範
な
対
外
政
策
の
中
で
決
定
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
本
稿
の
目
的
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
対
外
政
策
が
戦
後
最
初
の
定
住
外
国
人
で
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
受
け
入
れ
に
い
か
に
影
響
を
及
ぼ
し
た

か
を
明
ら
か
に
し
、
あ
わ
せ
て
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
労
働
力
需
要
が
受
け
入
れ
、
定
住
政
策
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
か
を
吟

味
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
定
住
支
援
組
織
と
さ
れ
た
再
定
佐
軍
団
の
性
格
を
再
考
す
る
こ
と
に
あ
る
。

①
津
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
冠
b
導
ミ
鳴
ひ
O
§
§
§
ひ
0
ひ
。
・
聖
く
。
ド
心
O
。
。
b
。
ピ

　
閃
Φ
び
．
一
⑩
蒔
伊

感
。
。
《
蛇

②
ヤ
ル
タ
会
談
の
決
議
内
容
に
つ
い
て
は
、
き
ミ
喧
u
寒
N
ミ
帖
§
恥
駄
§
＄
一
蹄
ミ

　
勲
ミ
題
（
以
下
、
夷
琶
　
U
首
び
ヨ
a
o
℃
碧
㊤
ω
一
り
蒔
伊
仙
津
Φ
O
o
昌
｛
Φ
お
琴
①
o
｛
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嘱
m
開
恥
き
匹
ζ
巴
叶
P
噂
や
り
刈
ω
－
㎝
を
参
照
の
こ
と
。

③
凄
暮
Ω
§
§
馬
§
辱
d
ミ
§
Q
§
ミ
ミ
俺
免
§
穿
職
§
駐
、
ぎ
§
・
§
馬
ミ
註

　
§
馬
醤
ミ
塁
豊
浜
轟
ミ
鳴
§
神
§
中
耳
鳶
恥
S
8
ミ
ミ
ミ
驚
b
ロ
§
N
虹
暮
b
Q
§
忌
§
駿
－

　
紙
§
N
ミ
。
◎
－
N
ミ
⑩
ざ
駐
凄
地
続
免
、
瀞
ミ
§
ひ
（
ピ
8
畠
o
P
一
忠
⑩
）
も
■
⑩
．

④
一
軍
三
年
セ
ン
サ
ス
時
で
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
生
ま
れ
人
口
は
、
三
万
一
四
蕪
二

　
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
入
数
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
だ
け
で
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
人
も
多

　
く
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
○
§
恥
霧
駄
肉
醤
N
§
職
§
ミ
き
N
舞
N
鵠
誉

　
Q
§
ミ
ミ
肉
母
ミ
爵
O
．
一
書
）

⑤
O
§
い
霧
N
瀕
悟
団
鑓
§
ミ
§
糺
き
』
舞
ワ
＝
α
．
な
お
、
こ
の
セ
ン
サ
ス
で

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
人
口
は
、
一
五
万
一
七
三
六
人
で
あ
り
、
外
国
生
ま
れ
六

　
四
万
三
四
〇
五
人
中
、
最
多
を
占
め
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和

　
国
生
ま
れ
は
四
七
万
一
九
五
八
人
、
英
連
邦
諸
国
が
二
四
万
四
七
八
四
人
、
植
民

　
地
が
七
万
四
七
〇
二
人
で
あ
っ
た
（
♂
ミ
も
唱
易
易
∴
一
り
）
。

⑥
9
く
篠
○
Φ
霧
き
ご
入
日
。
奇
曲
雪
ぎ
Φ
「
①
匹
‘
§
Q
ミ
馬
ミ
§
N
牒
毫
出
ミ
蕊
斗

　
翠
§
翫
ミ
》
Q
§
§
豆
ご
鶏
肉
馬
ミ
ゑ
い
乱
丁
o
戸
一
〇
〇
〇
。
）
も
．
ω
Φ
■

⑦
ユ
ダ
ヤ
入
費
畏
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
に
つ
い
て
は
、
轡
募
①
い
。
巳
。
P

　
づ
§
愚
詠
ミ
N
ミ
ミ
研
ぎ
隷
霧
糠
N
麗
恥
－
N
り
彊
o
Q
㌔
b
d
識
勢
》
辱
ミ
起
昏
昏
暁
§
ざ
欺
§
§
罎
房
訪

　
沁
糟
毛
題
匙
ミ
き
恥
冬
登
§
§
（
0
9
舅
σ
門
凱
σ
q
ρ
N
O
O
O
）
を
参
照
の
こ
と
。

⑧
窮
民
計
画
に
つ
い
て
は
、
四
五
年
＝
月
；
百
の
下
院
に
お
け
る
イ
…
ド
内

　
椙
の
説
明
を
参
照
の
こ
と
（
ぎ
、
職
ミ
嵩
§
ミ
ぴ
b
S
ミ
舞
G
§
§
§
勲
α
費
ω
Φ
門
ご

　
く
。
『
念
9
0
0
〆
一
㊤
ト
っ
ら
っ
真
白
一
ω
累
。
＜
」
⑩
膳
O
）
。
こ
の
窮
民
計
画
の
下
で
入
国

　
し
た
数
は
、
約
四
千
人
で
あ
っ
た
（
一
九
五
二
年
の
数
字
、
冒
o
ρ
后
G
。
＜
ぐ
。
門
起
艮
曽

　
§
沁
蓄
ミ
嵩
悪
恥
ぎ
無
き
、
き
、
ミ
い
（
国
蝕
浮
旨
α
q
貫
お
器
）
も
’
も
。
心
合
ω
8
）
。

⑨
肉
§
N
§
跨
曾
き
爵
誉
こ
ミ
N
O
ヨ
臼
刈
O
臨
（
い
。
巳
。
p
お
ミ
）
甲
唱
．
卜
。
。
。
．
白
書

　
は
、
「
外
国
入
労
働
力
は
、
我
が
国
の
需
要
に
対
し
て
役
立
つ
貢
献
を
す
る
で
あ

　
ろ
う
…
…
政
府
は
、
帰
国
を
希
望
し
て
い
な
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
を
あ
ら
ゆ
る
手
段

　
を
用
い
て
民
閏
の
職
に
投
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
圏
内
で
の

　
就
労
の
た
め
に
、
大
陸
の
難
民
に
募
集
を
広
げ
た
い
と
し
て
い
る
。
」
と
述
べ
て

　
い
る
。

⑩
四
六
年
五
月
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
再
定
住
軍
団
以
降
、
五
〇
年
ま
で
、
労
働
省
主

　
導
で
、
外
国
人
労
働
者
募
集
の
一
連
の
「
公
的
計
画
偏
（
○
｛
暁
一
〇
一
ρ
一
ω
O
ゲ
Φ
ヨ
Φ
）
が

　
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
計
画
に
は
、
バ
ル
ト
諸
国
出
身
の
難
民
女
性
を
対
象
に

　
し
た
「
バ
ル
ト
雛
計
画
」
（
．
、
b
d
聾
9
σ
q
　
Φ
筏
．
）
、
占
領
地
の
難
民
男
女
を
対
象
に

　
し
た
「
西
方
行
計
画
」
（
層
甲
ぐ
く
Φ
り
。
ワ
く
ゆ
「
＠
】
…
［
O
甲
噂
）
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
計
画
の

　
下
で
渡
英
し
た
も
の
の
う
ち
、
難
民
出
身
の
労
働
者
を
総
称
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　
志
願
労
働
者
と
い
う
。

⑪
イ
ギ
リ
ス
史
で
無
視
さ
れ
が
ち
な
移
民
の
存
在
に
焦
点
を
あ
て
る
研
究
は
、

　
O
o
一
報
国
。
ぎ
ω
噛
き
ぎ
b
σ
ミ
ぴ
ミ
ミ
ミ
」
§
註
讐
ミ
帖
§
霜
ミ
b
u
ミ
帖
恥
幽
き
ミ
§

　
N
c
Q
隷
∴
下
面
（
い
O
μ
島
O
目
　
　
一
〇
〇
Q
Q
Q
　
　
　
　
　
　
甲
）
一
国
§
鳶
ミ
ミ
G
ミ
ミ
壁
？
富
ミ
噂
矯
隷
β
肉
や

　
寒
＄
ミ
ミ
ミ
、
§
武
翫
跨
§
ヒ
u
ミ
鋭
試
（
じ
O
口
匹
O
鐸
　
一
〇
り
一
　
　
　
　
　
　
甲
）
な
ど
で
行
わ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
各
移
民
グ
ル
ー
プ
に
関
す
る
研
究
の
成
果
を
ふ
ま

　
え
た
通
史
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
研
究
の
少
な
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
な

　
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
関
し
て
は
、
深
い
分
析
が
為
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
コ

　
リ
ン
・
ホ
ル
ム
ズ
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
移
民
の
歴
史
に
関
す
る
楽
観
像
を
修
正
す
る

　
必
要
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
指
摘
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
五
〇
年
代
以
降
問
題
に

　
な
る
旧
植
広
地
か
ら
の
移
民
を
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
の
関
係
で
扱
っ
た
も
の
と
し

　
て
は
、
》
弓
U
庫
目
ヨ
Φ
［
撃
匙
》
巳
お
≦
望
o
o
r
い
袋
ミ
ら
財
り
藁
欺
§
防
§
蹴
O
§
、
蛭

　
さ
翫
§
織
N
誉
§
栽
ぎ
§
喧
岱
職
§
卜
亀
鑓
（
ピ
。
巳
o
P
一
り
㊤
O
y
ω
舞
く
ぎ
伽
田
ω
冒
。
。
ρ

　
穿
§
喧
§
§
㌍
さ
職
§
ミ
賊
電
ミ
ミ
Q
ミ
趣
§
罫
嘗
（
じ
。
鼠
o
P
一
り
り
し
。
）
な
ど
が
あ
る
。

　
ま
た
、
H
鴛
ω
唱
Φ
轡
。
⑦
が
じ
◎
ミ
帖
客
寄
ミ
四
喧
§
凡
§
零
職
遷
勲
島
辺
N
象
亀
」
§
免
§
智

　
前
身
画
き
ミ
も
蝿
9
ミ
切
ミ
亀
帖
、
周
（
い
。
巳
。
詳
｝
り
Φ
刈
）
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

　
「
カ
ラ
ー
ド
移
民
」
に
つ
い
て
主
に
論
じ
て
い
る
。
国
内
で
は
、
富
岡
次
郎
『
現

　
代
イ
ギ
リ
ス
の
移
民
労
働
者
ー
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
と
人
種
差
別
瞼
（
明
石
書

　
店
、
一
九
八
八
年
）
が
、
労
働
力
の
面
か
ら
東
欧
諸
国
出
身
の
難
民
か
ら
募
集
し
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た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
願
労
働
者
に
も
関
心
を
割
い
て
論
じ
て
い
る
。

⑫
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
願
労
働
者
に
つ
い
て
の
ほ
ぼ
唯
一
と
も
い
え
る
歴
史
研
究
と
し

　
て
、
U
貯
葛
湯
拶
図
磐
匹
菊
。
ぴ
。
誹
竃
鵠
①
9
沁
S
仁
君
象
。
、
，
量
質
ミ
ぎ
幕
幾
罵
、

　
肉
ミ
愚
Q
ミ
四
ぎ
N
§
馬
§
・
き
暮
ミ
之
、
ド
鴨
識
ミ
討
殴
◎
へ
窃
∴
鴇
q
ト
（
U
o
⇒
恥
。
戸
一
り
④
卜
⊃
）
が

　
一
九
九
二
年
に
出
版
さ
れ
た
。
二
〇
〇
～
年
に
は
、
第
二
次
世
雰
大
戦
中
の
イ
ギ

　
リ
ス
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
亡
命
社
会
に
焦
点
を
当
て
た
論
文
集
、

　
窯
二
男
口
O
o
賢
く
塁
船
p
島
｝
o
ω
Φ
O
o
［
○
く
障
。
げ
①
島
’
ビ
的
ミ
号
偽
斗
向
註
黄
肉
ミ
、
§
恥
§

　
窪
紺
9
ミ
ミ
ミ
ミ
覇
註
b
d
識
§
、
ニ
ミ
O
心
ゆ
冷
（
】
じ
O
P
“
O
ロ
一
邸
O
O
岡
）
が
、
ま
た
、

　
〇
三
年
に
は
、
従
来
研
究
が
少
な
か
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
移
民
に
関
す
る
論
文
集

　
』
o
ず
雪
⇒
Φ
し
。
U
冨
帥
臼
ω
笛
ぎ
ぐ
。
再
毯
α
穿
σ
Q
Φ
≦
⑦
び
曾
・
駕
Φ
≦
仲
貫
肉
§
忌
鶏
㌔
鮮
守
ミ
起
蒔
・

　
ミ
ミ
偽
斗
に
d
、
惑
§
～
瞬
駝
G
。
∴
頴
O
（
ζ
冒
畠
Φ
P
卜
⊃
O
O
ω
∀
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

⑬
内
喫
鋤
a
≦
寓
甲
号
ミ
9

⑭
雲
影
Φ
魯
短
葬
§
ぎ
§
恥
ミ
轟
b
ロ
ミ
§
N
、
肉
§
§
賊
Ω
渇
§
和
書
帖
嵩
§

　
国
振
起
ミ
肉
ミ
（
同
工
霧
P
一
⑩
り
刈
ソ

⑮
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
と
し
て
は
、
社
会
学
的
研
究
と
し
て

　
冒
「
ミ
N
偉
び
嵩
聴
鉱
”
ぎ
駐
》
§
ミ
賦
聴
惑
嵩
騎
註
b
σ
識
ミ
討
、
出
い
ミ
魯
駄
』
ミ
塞
§
§
N

　
（
国
お
環
P
一
〇
α
9
が
出
た
後
、
歴
史
学
研
究
と
し
て
は
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
ス
ラ
ブ

　
東
欧
研
究
所
に
よ
る
戦
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
に
関
す
る
包

　
括
的
な
研
究
書
囚
蝕
チ
ω
’
く
o
a
Φ
匹
．
一
§
恥
凄
、
ミ
ミ
馬
§
駄
ミ
鴨
き
駐
｝
G
ミ
ミ
嵩
§
－

　
甚
珍
Q
謎
ミ
b
U
蔦
封
§
N
捻
ゆ
－
N
◎
U
O
（
ピ
。
巳
。
戸
お
。
。
り
）
が
だ
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

　
こ
の
研
究
書
の
編
者
で
あ
る
キ
ー
ス
・
ス
ウ
ォ
ー
ド
は
、
第
二
世
代
の
ア
イ
デ
ン

　
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
問
題
を
扱
っ
た
研
究
、
囚
9
ひ
G
o
≦
霞
F
寒
ミ
昼
討
、
N
匿
絃
、
§
俺

　
ぎ
N
帆
臨
○
§
§
§
昼
§
じ
σ
、
風
ミ
註
（
い
。
巳
。
戸
一
り
㊤
9
を
出
し
て
い
る
。
ア
イ
デ
ン

　
テ
ィ
テ
ィ
ー
問
題
に
つ
い
て
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
役
割
に
注
目
し
た
も
の
も

　
含
め
、
こ
の
他
に
も
複
数
の
研
究
が
あ
る
。
英
国
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
関
す
る
最

　
新
の
研
究
と
し
て
、
二
〇
〇
四
年
に
、
℃
9
［
2
U
■
ω
む
。
プ
霞
㊤
の
師
‘
§
偽
ざ
N
禽

　
§
b
σ
試
ミ
ミ
N
め
虹
O
－
め
q
O
O
、
等
。
ミ
b
口
辱
琵
こ
。
》
砺
鴇
ミ
純
霜
再
帖
§
（
】
ゼ
O
口
恥
O
目
”
楠
O
O
蒔
）

　
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
扱
い
に
偏
向
が
み
ら
れ
、
論
文
集
の
序
で

　
編
者
が
分
析
と
議
論
の
不
足
を
指
摘
し
て
い
る
、
前
掲
の
ス
ウ
ォ
…
ド
編
の
研
究

　
書
を
乗
り
越
え
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。
さ
ら
に
、
三
年
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
バ

　
ル
ト
諸
国
幽
身
者
に
焦
点
を
あ
て
、
祖
国
を
離
れ
た
時
点
か
ら
イ
ギ
リ
ス
で
定
住

　
す
る
ま
で
の
難
民
の
体
験
を
豊
富
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
い
て
論
じ
た
日
げ
。
－

　
露
設
い
睾
P
藁
ミ
ミ
砺
早
出
ミ
N
謡
§
蹴
ミ
§
、
，
h
§
恥
肉
§
疑
駄
ざ
二
戸
§
賊
ヒ
σ
ミ
跨

　
ミ
じ
ウ
試
§
ド
（
犠
Φ
≦
磯
Q
ユ
h
曽
鱒
O
O
心
）
が
で
て
い
る
。

⑯
　
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ポ
ー
ル
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
を
受
け
入
れ
た
理
由

　
を
、
労
働
力
と
し
て
使
う
こ
と
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
維
持
経
費
を
削
減
す
る
こ
と

　
に
よ
り
「
一
石
二
鳥
を
猛
っ
た
篇
と
説
明
し
て
い
る
（
勺
窪
r
魯
．
ミ
も
．
O
c
。
）
。

　
ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
の
中
で
受
け
入
れ
過
程
に
も
言
及

　
し
て
い
る
ス
ウ
ォ
ー
ド
編
の
研
究
書
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
入
を
受
け
入

　
れ
る
こ
と
を
最
初
か
ら
前
提
と
し
て
論
じ
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
亡
命
ポ
…
ラ
ン
ド

　
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
「
非
政
治
化
」
を
企
図
し
た
こ
と
を
重
視
し
て
い
る

　
（
ω
毛
9
9
巴
‘
愚
．
ミ
も
や
ト
♪
O
？
り
る
一
ω
－
り
…
卜
。
齢
心
）
。
ま
た
、
当
時
の
イ
ギ

　
リ
ス
が
難
民
や
移
民
を
歓
迎
で
き
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
説
明
し
、
加
速

　
要
菌
と
し
て
の
労
働
力
不
足
を
指
摘
し
て
い
る
（
§
鈍
も
’
誠
O
）
。
　
一
方
、
ト
マ

　
ス
・
レ
ー
ン
は
、
当
初
受
け
入
れ
に
消
極
的
で
あ
っ
た
ア
ト
リ
ー
政
権
の
政
策
が

　
四
六
年
五
月
に
寛
容
な
方
向
に
転
換
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の

　
原
露
を
一
切
説
明
し
て
い
な
い
（
ピ
雪
P
魯
．
ミ
も
」
Q
。
0
）
。

（427，）103
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問
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（【

j
　
ヤ
ル
タ
会
談
と
チ
ャ
ー
チ
ル
発
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
冒
頭
に
あ
げ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
丘
ハ
へ
の
市
民
権
付
与
に
つ
い
て
は
、
四
四
年
末
頃
か
ら
一
部
議
員
よ
り
要
望
が
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
、

チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
も
一
二
月
末
の
イ
ー
デ
ン
外
相
（
》
導
ぎ
電
国
号
p
）
宛
て
書
簡
の
中
で
「
イ
ギ
リ
ス
帝
国
が
彼
ら
の
た
め
の
家
を
見
つ
け
る

と
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
で
戦
っ
て
き
た
兵
士
を
安
心
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
う
認
識
を
示
し
た
。
ま
た
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、

市
民
権
付
与
を
通
じ
た
イ
ギ
リ
ス
帝
国
へ
の
受
け
入
れ
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
、
難
民
の
受
け
入
れ
と
収
容
に
関
す
る
閣
内
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

（
日
訂
O
o
ヨ
日
茸
①
Φ
8
爵
。
幻
Φ
。
Φ
営
δ
昌
窪
傷
＞
8
0
ヨ
ヨ
。
紆
鼠
○
臣
。
｛
知
①
盆
α
Q
Φ
Φ
し
。
）
に
指
示
を
出
し
た
。

　
そ
の
後
、
チ
ャ
ー
チ
ル
が
市
民
権
付
与
の
意
向
を
明
確
に
し
た
の
は
、
ヤ
ル
タ
会
談
の
結
果
に
つ
い
て
議
論
し
た
四
五
年
二
月
二
一
日
の
閣

議
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
、
彼
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
第
二
軍
団
の
罰
令
官
で
あ
っ
た
ア
ン
デ
ル
ス
将
軍
（
≦
｝
聖
慮
署
》
注
①
「
。
。
）
に
、

イ
ギ
リ
ス
市
民
権
付
与
の
可
能
性
を
伝
え
た
こ
と
を
公
表
し
た
。
曰
く
「
彼
（
ア
ン
デ
ル
ス
将
軍
）
は
、
ク
リ
ミ
ア
会
談
で
の
決
定
を
聞
い
て
、

彼
の
部
隊
の
状
況
を
非
常
に
懸
念
し
て
い
た
…
…
私
（
チ
ャ
ー
チ
ル
）
は
、
ア
ン
デ
ル
ス
将
軍
に
で
き
る
限
り
の
保
証
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
っ
た
…
…
こ
れ
に
は
内
閣
も
同
意
し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
が
、
最
終
的
手
段
も
失
敗
し
、
西
欧
に
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
と
そ
の
政
府
が

寄
し
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
帰
れ
な
い
と
感
じ
る
事
態
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
彼
ら
は
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
市
民
に
な
る
権
利
を
持
ち
、
同
じ
働
き
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

し
た
イ
ギ
リ
ス
人
兵
士
と
同
等
の
扱
い
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
と
、
私
は
付
け
加
え
た
」
と
。

　
こ
れ
に
対
し
、
閣
僚
は
、
一
様
に
懸
念
を
表
明
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
以
下
の
四
点
に
集
約
さ
れ
る
。
第
一
に
、
イ
ギ
リ
ス
指
揮
下
に
あ
る

他
の
外
国
人
部
隊
や
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
か
ら
の
要
望
を
惹
起
す
る
お
そ
れ
で
あ
る
。
第
二
に
、
外
国
人
に
市
民
権
を
付
与
す
る
に
は
、
「
イ
ギ
リ

ス
臣
民
」
（
o
d
葺
醇
ω
¢
∬
Φ
。
け
）
の
地
位
を
共
有
し
て
い
る
他
の
英
連
邦
諸
国
の
同
意
が
必
要
で
あ
り
、
連
合
王
国
単
独
で
は
決
定
で
き
な
い
と



アトリー労働党政権のポーランド人再定住軍団の編成（溝上）

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
詳
述
す
る
。
第
三
に
は
、
市
民
権
付
与
を
明
言
す
る
こ
と
で
、
新
し
く
誕
生
す
る
ポ
ー
ラ
ン

ド
臨
時
政
府
の
棄
民
を
促
す
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
第
四
に
、
受
け
入
れ
れ
ば
、
財
政
的
責
任
が
イ
ギ
リ
ス
に
全
面
的
に
降
り
か
か
る
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
結
局
、
こ
の
日
の
閣
議
で
は
、
首
相
が
以
上
の
懸
念
を
念
頭
に
お
き
、
慎
重
な
検
討
を
前
提
に
議
論
を
進
め
る
こ
と
に
同

意
し
た
こ
と
で
、
市
民
権
付
与
に
関
す
る
閣
議
で
の
首
相
の
発
言
が
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
他
方
、
先
に
挙
げ
た
難
民
の
受
け
入
れ
と
収
容
に
関
す
る
委
員
会
は
、
二
月
二
三
日
、
ホ
ー
ル
外
務
政
務
次
官
（
0
8
お
Φ
欝
一
一
）
、
，
モ
リ
ソ

ン
内
相
（
瓢
Φ
H
げ
Φ
門
け
ζ
O
叫
「
陣
Q
Q
O
誹
）
、
自
治
領
相
ク
ラ
ン
ボ
ー
ン
子
爵
（
幻
。
σ
舞
》
こ
．
○
器
8
ぢ
①
6
①
。
誉
後
の
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
侯
爵
）
、
ス
タ
ン
レ
i
植

民
地
相
（
9
冨
H
ω
§
一
醸
）
の
出
席
で
睡
れ
た
。
委
員
会
の
席
上
、
ホ
ー
ル
と
ク
ラ
ン
ボ
ー
ン
子
爵
は
、
植
民
地
、
英
連
邦
諸
国
へ
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
兵
の
受
け
入
れ
可
能
性
を
そ
れ
ぞ
れ
否
定
し
た
。
ま
た
、
モ
リ
ソ
ン
内
相
は
、
同
じ
よ
う
に
戦
争
遂
行
に
協
力
し
た
他
の
外
国
人
集
団
か

ら
も
同
様
の
要
望
が
出
る
恐
れ
を
指
摘
し
た
上
で
、
「
こ
の
国
に
大
量
の
外
国
人
が
集
ま
る
こ
と
は
極
め
て
望
ま
し
く
な
い
し
、
政
治
的
に
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

刻
な
問
題
が
起
こ
る
だ
ろ
う
」
と
の
懸
念
を
表
明
し
た
。
翌
日
、
首
相
に
提
出
さ
れ
た
委
員
会
の
報
告
書
は
、
「
市
民
権
を
与
え
た
場
合
、
連

合
王
国
が
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
を
）
一
手
に
引
き
受
け
な
く
て
は
な
ら
ず
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
定
住
の
大
規
模
な
計
画
は
多
大
な
困
難
を
生
じ
る
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

結
論
し
、
他
の
連
合
国
、
特
に
、
同
じ
く
ヤ
ル
タ
の
決
定
に
携
わ
っ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
支
援
を
仰
ぐ
よ
う
勧
告
し
た
。

　
チ
ャ
ー
チ
ル
の
提
案
に
対
し
、
閣
僚
は
イ
ギ
リ
ス
帝
国
に
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
実
質
的
に
は
連
合
王
圏
へ
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ

と
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
、
消
極
的
反
応
を
示
し
た
。
で
は
、
実
際
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
次
号
に
お
い
て
、
英

連
邦
諸
国
の
反
応
を
見
た
い
。

（
二
）
英
連
邦
諸
国
の
反
応

　
三
月
五
日
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
中
で
、
モ
リ
ソ
ン
内
相
は
、
市
民
権
を
め
ぐ
る
イ
ギ
リ
ス
と
英
連
邦
諸
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
重
要
な
指
摘

を
し
て
い
る
。
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
イ
ギ
リ
ス
国
籍
を
与
え
る
こ
と
は
、
彼
ら
に
英
連
邦
諸
国
へ
の
入
国
権
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ

105 （429）



な
ら
、
英
連
邦
諸
国
は
、
イ
ギ
リ
ス
臣
民
の
受
け
入
れ
を
拒
否
で
き
る
権
限
を
、
彼
ら
の
国
内
法
に
基
づ
い
て
保
持
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
連
合
弓
箭
の
法
律
で
は
イ
ギ
リ
ス
臣
民
の
受
け
入
れ
を
拒
否
す
る
権
限
は
な
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
へ
の
イ
ギ
リ
ス
国
籍
の
付
与
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

英
連
邦
の
他
の
地
域
で
の
定
住
権
で
は
な
く
、
連
合
王
国
内
で
の
定
住
権
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
。

　
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
国
籍
及
び
外
国
人
地
位
法
（
切
H
歯
し
。
財
雛
祭
・
邑
芽
簿
⇒
傷
ω
聾
窃
鼠
と
一
二
ω
》
。
訳
し
⑩
区
）
で
は
、
連
合
王
国
と
白
人
定
住
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

民
地
で
あ
っ
た
英
連
邦
諸
国
が
、
同
じ
イ
ギ
リ
ス
臣
民
の
地
位
を
共
有
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
各
国
の
市
民
権
は
、
イ
ギ
リ
ス
臣
民
の
地
位
を

保
有
し
て
い
る
こ
と
に
基
づ
い
て
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
チ
ャ
ー
チ
ル
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
に
市
民
権
（
国
籍
）
を
与
え
る
と
い
っ

た
と
き
、
そ
れ
は
、
他
の
英
連
邦
諸
国
と
共
有
す
る
イ
ギ
リ
ス
臣
民
の
地
位
を
彼
ら
に
与
え
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
ゆ
え
に
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
兵
に
イ
ギ
リ
ス
臣
民
の
地
位
を
与
え
る
た
め
に
は
、
英
連
邦
諸
国
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
の
が
、
チ
ャ
ー
チ
ル
政
権
の
見
解

で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
二
月
二
六
日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
へ
の
市
民
権
付
与
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
英
連
邦
諸
国
の
見
解
を
問
う
電
報
が
送
付
さ
れ
た
。
前
述
の
難
民

の
受
け
入
れ
と
収
容
に
関
す
る
委
員
会
で
は
、
連
合
王
国
よ
り
は
、
植
民
地
、
英
連
邦
諸
国
へ
の
受
け
入
れ
の
可
能
性
が
基
本
的
に
議
論
さ
れ

て
い
た
。
英
連
邦
諸
国
へ
の
電
報
は
、
委
員
会
の
判
断
で
市
民
権
付
与
の
可
能
性
を
試
験
的
に
打
診
す
る
も
の
に
留
め
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の

背
後
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
を
英
連
邦
諸
国
が
受
け
入
れ
る
可
能
性
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
期
待
が
あ
っ
た
。
と
く
に
外
務
省
は
、
英
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

邦
諸
国
を
含
め
た
「
帝
国
」
全
体
で
引
き
受
け
る
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
受
け
入
れ
を
促
す
う
え
で
重
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、

前
述
の
モ
リ
ソ
ン
の
指
摘
が
示
す
よ
う
に
、
本
国
と
完
全
に
分
離
さ
れ
た
独
自
国
籍
を
持
た
な
か
っ
た
英
連
邦
諸
国
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
籍
法
の

枠
内
で
は
あ
っ
た
が
、
移
民
法
に
よ
っ
て
自
国
民
を
区
別
す
る
シ
ス
テ
ム
を
発
達
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
移
民
法
の
適
用
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
臣
毘

の
入
国
を
拒
否
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
。

　
三
月
、
市
民
権
付
与
に
対
す
る
英
連
邦
諸
学
の
見
解
が
返
っ
て
き
た
。
い
ず
れ
の
国
も
、
イ
ギ
リ
ス
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
丘
ハ
に
市
民
権
を
与
え
る

事
に
は
異
論
を
示
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
よ
り
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
臣
民
と
な
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
の
入
国
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を
認
め
る
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
三
月
＝
二
日
の
電
報
で
、
南
ア
フ
リ
カ
高
等
弁
務
官
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
が
イ
ギ
リ
ス
臣
罠
に
な
っ

た
場
合
に
つ
い
て
「
彼
ら
は
、
我
が
国
の
一
九
三
七
年
外
国
人
法
の
規
定
に
基
づ
く
移
民
許
可
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
（
南
ア
フ
リ
カ
）
連
邦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

へ
入
国
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
カ
ナ
ダ
政
府
も
、
三
月
二
〇
日
の
返
信
で
「
（
ポ
…
ラ
ン
ド
人
が
イ
ギ
リ

ス
臣
民
に
な
っ
た
と
し
て
も
）
カ
ナ
ダ
市
民
や
カ
ナ
ダ
人
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
（
カ
ナ
ダ
）
国
内
で
の
定
住
に
つ
い
て
は
、
移
民
法
の
規
定
を
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

た
す
か
に
よ
る
」
と
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
は
、
移
民
法
に
は
言
及
し
な
い
も
の
の
「
実
質
的
な
支
援
に
つ
い
て
は
、
確
約
で
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

い
…
…
我
々
は
、
第
一
に
、
我
が
国
の
復
員
兵
の
生
活
再
建
と
住
宅
供
給
の
問
題
に
集
中
し
て
い
る
」
と
し
て
、
否
定
的
見
解
を
示
し
た
。

　
一
方
、
こ
の
時
点
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
み
が
、
イ
ギ
リ
ス
臣
民
と
な
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
の
入
国
権
を
自
動
的
に
認
め
、
一
般
の
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ギ
リ
ス
人
復
員
兵
と
同
等
の
扱
い
を
す
る
意
向
を
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
後
述
の
よ
う
に
、
翌
四
六
年
に
ア
ト
リ
ー
政
権
が
実
際
に
受
け
入

れ
を
打
診
し
た
際
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
も
ま
た
、
自
国
民
の
復
員
と
生
活
再
建
を
優
先
す
る
必
要
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
要
請
を
拒
否

し
た
の
で
あ
っ
た
。
移
民
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
英
連
邦
諸
国
は
国
内
政
策
上
の
観
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
立
場
を
主
張
し
た
の
で
あ

っ
た
。

（
三
）
　
帰
化
優
遇
政
策
へ
の
後
退

　
以
上
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
三
月
二
八
日
の
閣
議
で
、
さ
ら
に
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。
閣
議
で
は
、
再
度
、
モ
リ
ソ
ン
内
相
が
、
「
我
が

国
の
外
国
人
人
口
を
相
当
引
上
げ
る
に
違
い
な
い
…
…
さ
ら
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
へ
の
全
面
的
譲
歩
は
…
…
他
国
籍
の
も
の
の
要
求
も
促
す
こ

と
に
な
る
」
と
述
べ
、
外
国
人
人
口
の
増
大
に
対
す
る
強
い
懸
念
を
表
明
し
た
。
と
く
に
、
モ
リ
ソ
ン
が
懸
念
し
た
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
で

あ
っ
た
。
「
他
国
籍
の
も
の
の
要
求
」
に
つ
い
て
、
モ
リ
ソ
ン
は
以
下
の
よ
う
に
続
け
た
。
「
そ
の
多
く
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
。
我
が
国
の
ユ
ダ

ヤ
入
人
口
を
増
大
さ
せ
れ
ば
、
戦
後
、
国
内
混
乱
の
危
険
性
が
高
ま
る
。
国
内
の
一
部
地
域
で
は
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
が
強
く
…
注
意
深
く
見
守
る

　
　
　
　
　
　
⑭

必
要
が
あ
る
」
と
。
結
局
、
閣
議
は
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
状
況
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
に
と
っ
て
帰
国
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
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場
合
に
の
み
（
市
民
権
付
与
を
）
お
こ
な
い
、
イ
ギ
リ
ス
軍
に
従
軍
し
た
他
の
国
籍
の
兵
士
や
、
兵
士
以
外
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
は
拡
大
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

い
」
と
い
う
条
件
で
、
二
月
二
七
ヨ
の
首
相
声
明
に
基
．
．
つ
き
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
に
市
民
権
を
与
え
る
義
務
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
合
意
し
た
。

こ
の
合
意
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
が
閣
内
の
完
全
な
同
意
を
得
ず
に
行
な
っ
た
市
民
権
付
与
発
言
に
対
し
て
、
市
民
権
付
与
を
行
な
う
条
件
や
対
象

を
限
定
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
チ
ャ
ー
チ
ル
政
権
が
こ
の
後
、
市
民
権
付
与
を
行
な
う
条
件
な
ど
に
つ
い
て
具

体
的
に
議
論
を
重
ね
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
六
月
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
挙
国
～
致
臨
時
政
府
成
立
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
の
残
留
が
現
実
化
す
る
中
、
後

継
の
ア
ト
リ
ー
政
権
は
、
下
院
で
一
部
議
員
か
ら
チ
ャ
ー
チ
ル
が
約
束
し
た
市
民
権
付
与
の
履
行
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
へ
の
市
民
権
付
与
に
つ
い
て
、
四
六
年
一
〇
月
九
日
の
下
院
で
、
ア
ト
リ
ー
首
相
は
「
帰
国
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ

り
…
…
戦
争
に
貢
献
し
た
兵
士
へ
の
英
國
籍
付
与
の
件
に
つ
い
て
は
、
考
慮
す
る
べ
き
で
あ
る
が
…
…
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
な
く
て
は
な
ら
な

⑯い
」
と
い
う
認
識
を
示
し
た
。
以
後
も
、
ア
ト
リ
ー
政
権
は
他
の
外
国
人
に
与
え
る
影
響
を
懸
念
し
、
市
民
権
付
与
ど
こ
ろ
か
、
帰
化
に
際
し

て
優
遇
措
置
を
与
え
る
こ
と
に
も
慎
重
な
姿
勢
を
と
り
続
け
た
。
四
七
年
三
月
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
皆
定
住
軍
団
メ
ン
バ
ー
の
定
住
を
法
的
に
支

援
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
外
定
住
法
案
の
審
議
で
、
法
案
に
軍
団
メ
ン
バ
ー
の
帰
化
を
優
遇
す
る
と
い
う
規
定
を
入
れ
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

る
。
し
か
し
、
内
相
の
強
硬
な
反
対
に
よ
り
結
局
、
否
決
さ
れ
た
。
ア
ト
リ
ー
政
権
が
こ
の
問
題
に
最
終
的
圃
答
を
出
し
た
の
は
四
八
年
三
月

で
、
元
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
に
対
し
、
従
軍
期
間
に
お
け
る
英
領
駐
留
を
通
常
の
帰
化
申
請
に
必
要
な
五
年
置
居
住
期
間
に
含
め
る
こ
と
を
認
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
い
う
形
で
、
帰
化
申
請
時
の
優
遇
的
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
。

　
以
上
の
流
れ
か
ら
、
市
民
権
付
与
に
関
す
る
チ
ャ
ー
チ
ル
の
発
言
が
、
実
質
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
チ
ャ
ー
チ

ル
、
ア
ト
リ
ー
両
政
権
期
を
通
じ
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
外
国
人
へ
の
市
民
権
付
与
に
対
し
、
基
本
的
に
慎
重
で
あ
っ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
発
言

は
、
結
局
、
「
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
以
上
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
現
時
点
で
、
こ
の
「
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
に
対
す
る
チ
ャ
ー
チ
ル
の
真
意
を
史
料
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
四
五

年
五
月
の
下
院
に
お
い
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
へ
の
市
民
権
付
与
発
欝
を
引
き
合
い
に
、
他
の
外
国
人
兵
士
へ
の
英
国
籍
付
与
の
可
能
性
を
議
員
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か
ら
問
わ
れ
た
際
、
モ
リ
ソ
ン
内
相
が
「
首
相
が
行
な
っ
た
発
言
は
…
…
ク
リ
ミ
ア
会
談
で
の
進
展
の
中
で
で
て
き
た
も
の
だ
」
と
回
答
し
て

　
　
　
　
　
⑲

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
発
言
が
ヤ
ル
タ
会
談
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
ヤ
ル
タ
会
談
で
は
、
イ
ギ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ス
と
ソ
連
が
ル
ブ
リ
ン
政
府
の
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
対
立
し
た
。
ヤ
ル
タ
会
談
で
新
政
府
樹
立
に
は
合
意
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
も
ル
ブ

リ
ン
政
府
を
中
心
に
据
え
よ
う
と
す
る
ソ
連
と
、
国
内
外
の
民
・
王
的
指
導
者
を
積
極
的
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
新
政
権
の
ル
ブ
リ
ン
色
を
薄
め

よ
う
と
し
た
英
米
と
の
対
立
は
続
い
た
。
と
く
に
亡
命
政
府
の
後
見
国
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
新
臨
時
政
府
が
、
で
き
う
る
限
り
民
主
的
な

外
見
を
伴
っ
て
樹
立
さ
れ
る
こ
と
を
重
視
し
た
。
四
五
年
三
月
に
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
が
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
に
書
簡
を
送
り
、
「
い
わ
ゆ
る

共
産
主
義
者
の
や
り
方
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
適
用
さ
れ
た
と
な
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
世
論
は
黙
っ
て
い
な
い
…
…
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、
民
主
主
義
、

主
権
、
独
立
、
民
意
を
代
表
す
る
政
府
、
自
由
選
挙
と
い
う
言
葉
に
、
英
ソ
間
で
ど
の
よ
う
な
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
の
試
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

石
で
あ
る
」
と
し
て
、
ヤ
ル
タ
で
の
決
定
を
「
歪
曲
し
よ
う
と
す
る
」
ソ
連
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
と
協
調
し
て
対
抗
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

新
臨
時
政
府
樹
立
に
向
け
た
交
渉
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
段
階
で
な
さ
れ
た
チ
ャ
ー
チ
ル
の
発
雷
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
政
体
を
め
ぐ
る
ソ
連
の

姿
勢
に
対
す
る
強
い
疑
念
を
背
景
に
、
将
来
に
不
安
を
抱
く
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
を
安
心
さ
せ
、
士
気
を
維
持
す
る
目
的
か
ら
凝
せ
ら
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
チ
ャ
ー
チ
ル
自
身
が
、
大
量
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
を
本
気
で
イ
ギ
リ
ス
に
受
け
入
れ
た
い
と
し
て
い
た
か
は
、
疑
問
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
炭
坑
へ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
労
働
力
の
投
入
が
労
働
組
合
の
抵
抗
で
困
難
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
四
七
年
二
月
の
下
院

で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
「
私
が
政
権
に
就
い
て
い
た
と
し
た
ら
、
一
八
万
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
そ
の
家
族
を
、
占
領
軍
の
一
部
と
し
て
、
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

シ
ア
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
国
境
か
ら
離
れ
た
ド
イ
ツ
に
行
か
せ
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
単
な
る
「
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
の
流
れ
を
考
え
る
と
き
、
チ
ャ
ー
チ
ル
発
言
の
持
つ
意
味
は
小
さ

く
な
か
っ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
発
走
は
、
そ
の
真
意
は
と
も
か
く
と
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
を
将
心
的
に
イ
ギ
リ
ス
が
受
け
入
れ
る
可
能
性
を
国

内
外
に
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
下
院
で
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
発
言
を
論
拠
の
一
つ
と
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
の
受
け
入
れ
が
求
め
ら
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
四
六
年
五
月
に
再
定
住
軍
団
と
し
て
受
け
入
れ
を
決
定
す
る
に
至
っ
た
要
因
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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第
二
章
　
受
け
入
れ
問
題
の
発
生

（㎜

j
ポ
ー
ラ
ン
ド
挙
園
　
致
臨
時
政
府
の
成
立

アトリー労働党政権のポーランド入再定住軍団の編成（溝上）

　
～
九
四
五
年
六
月
二
八
日
、
ル
ブ
リ
ン
政
権
の
影
響
力
を
強
く
残
す
形
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
挙
圏
一
致
臨
時
政
府
が
成
立
し
、
七
月
五
日
、
イ
ギ

リ
ス
政
府
は
亡
命
政
府
か
ら
臨
時
政
府
へ
と
承
認
を
移
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
後
も
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
終
戦
島
蔭
二
五
万
人
に
の
ぼ
っ
て

い
た
亡
命
政
府
系
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
を
温
存
し
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
の
占
領
に
参
加
さ
せ
て
い
た
。
も
と
も
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
を
、
と
く

に
ド
イ
ツ
で
、
占
領
軍
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ヤ
ル
タ
会
談
後
の
四
五
年
三
月
、
ア
ン
デ
ル
ス
将
軍
が
、
共
産
主
義
者
が
実
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
握
り
つ
つ
あ
る
本
國
に
対
抗
す
る
軍
を
維
持
す
る
目
的
で
イ
ギ
リ
ス
に
求
め
て
い
た
。
こ
れ
に
は
チ
ャ
ー
チ
ル
も
全
面
的
に
賛
成
し
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ま
た
、
グ
リ
ッ
グ
陸
相
（
冨
幕
ω
9
一
α
Q
σ
q
）
も
軍
の
人
員
不
足
を
補
う
目
的
で
積
極
的
に
支
持
し
て
い
た
。
陸
軍
省
は
、
四
五
年
五
月
來
、
ソ
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
の
関
係
を
懸
念
す
る
外
務
省
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
合
王
国
内
に
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
部
隊
の
ド
イ
ツ
派
遣
を
進
め
て
い
る
。
当
時
、

イ
ギ
リ
ス
は
、
旧
枢
軸
国
の
占
領
に
参
加
し
た
こ
と
に
加
え
、
帝
国
の
維
持
お
よ
び
ギ
リ
シ
ア
内
戦
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
で
、
平
時
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

て
も
海
外
の
広
範
な
地
域
に
軍
事
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
維
持
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
占
領
軍
と
し
て
の
利
用
を
支
持
す

る
要
因
の
｛
つ
と
な
っ
て
い
た
。

　
他
方
で
、
二
〇
万
人
も
の
外
国
人
兵
士
を
押
さ
え
つ
け
る
だ
け
の
軍
事
的
余
裕
が
無
い
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
糎
楷
と
も
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
が
反
乱
を
起
こ
す
可
能
性
に
対
す
る
恐
れ
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
軍
の
解
体
な
ど
の
強
硬
手
段
を
と
り
に
く
い
状

況
に
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
四
六
年
一
月
、
ア
ン
デ
ル
ス
将
軍
を
解
任
す
る
と
い
う
提
案
に
対
し
て
、
軍
は
「
反
乱
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

イ
ギ
リ
ス
に
は
そ
れ
を
抑
え
る
に
必
要
な
軍
は
な
い
」
と
し
て
強
く
反
対
し
た
。
七
月
か
ら
八
月
の
初
め
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
ポ
ツ
ダ
ム
会

談
に
お
い
て
、
イ
ー
デ
ン
外
相
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
指
揮
権
引
継
を
要
求
し
た
臨
時
政
府
副
首
相
ゴ
ム
ウ
カ
（
爵
p
号
ω
｝
塁
O
§
巳
訂
）
に
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⑦

算
し
、
兵
士
は
自
発
的
に
帰
国
さ
せ
る
べ
き
だ
と
し
て
兵
士
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
を
理
由
に
拒
否
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
背
景
に
は
、

「
ワ
ル
シ
ャ
ワ
か
ら
の
将
校
を
押
し
つ
け
れ
ば
、
規
律
の
崩
壊
と
深
刻
な
混
乱
が
起
き
る
に
違
い
な
い
」
と
の
外
務
省
の
認
識
が
あ
っ
た
の
で

　
⑧

あ
る
。

　
七
月
二
六
日
に
成
立
し
た
ア
ト
リ
ー
政
権
の
政
策
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
即
座
の
解
体
や
臨
時
政
府
へ
の
指
揮
権
引
継
は
行
な
わ
ず
、
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

る
限
り
多
く
を
自
発
的
に
帰
国
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
ト
リ
ー
政
権
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
へ
の
市
民
権
付
与
に
極
め
て
慎
重
な
姿
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

を
と
っ
た
の
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
九
月
に
は
、
初
め
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
を
対
象
に
帰
国
希
望
調
査
を
実
施
し
、
秋
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
臨

時
政
府
と
帰
国
交
渉
を
開
始
し
た
。
た
だ
、
こ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
臨
時
政
府
と
の
帰
国
交
渉
は
、
な
か
な
か
進
展
し
な
か
っ
た
。
ベ
ヴ
ィ
ン
外
相

は
、
「
ビ
エ
ル
ト
氏
（
C
d
。
一
①
ω
冨
≦
G
d
一
興
鼻
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
統
領
）
と
彼
の
追
随
者
は
…
…
ソ
ビ
エ
ト
モ
デ
ル
に
近
い
体
制
を
目
指
し
て
い
る
よ
う

⑪だ
」
と
し
て
、
臨
時
政
府
に
対
し
強
い
疑
念
を
抱
い
て
お
り
、
当
初
よ
り
、
帰
国
す
る
兵
士
の
身
の
安
全
の
保
証
問
題
を
挺
子
に
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
体
制
問
題
に
容
曝
し
よ
う
と
し
た
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
駐
在
大
使
に
就
任
し
た
カ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
鐸
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
＜
算
。
「
0
鎚
窪
翻
7

ゆ
①
葺
ヨ
簿
）
に
対
し
、
ベ
ヴ
ィ
ン
は
、
四
五
年
八
月
二
三
日
の
書
簡
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
目
的
は
・
…
三
醤

論
、
集
会
の
自
由
…
…
す
べ
て
の
政
党
の
自
由
に
基
づ
い
た
真
に
民
意
を
代
表
す
る
体
制
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
打
ち
立
て
る
た
め
、
臨
時
政
府
の

中
の
ミ
コ
ワ
イ
チ
ク
氏
…
…
に
率
い
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
を
最
大
限
支
援
す
る
こ
と
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
は
、
こ
の
目
的
の
た
め
、
あ
ら

ゆ
る
問
題
を
厚
子
に
使
う
つ
も
り
で
あ
る
。
と
く
に
…
…
国
外
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
メ
ン
バ
ー
の
帰
国
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ど
に
関
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
臨
時
政
府
と
交
渉
す
る
過
程
で
得
ら
れ
る
機
会
を
最
大
限
利
用
し
た
い
」
と
。
対
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
臨
時
政
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

は
、
彼
ら
に
従
わ
な
い
軍
の
帰
国
に
は
消
極
的
姿
勢
を
見
せ
、
希
望
者
の
帰
国
に
つ
い
て
も
輸
送
面
な
ど
で
妨
害
的
な
態
度
を
と
っ
た
。

　
最
終
的
に
、
帰
国
後
の
待
遇
に
関
す
る
声
明
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
が
出
す
と
い
う
形
で
交
渉
が
一
応
の
妥
結
を
み
た
の
は
、
翌
四
六
年
三
月

で
あ
っ
た
。
こ
の
声
明
で
は
、
帰
国
兵
士
の
安
全
と
国
内
兵
士
と
同
等
の
待
遇
が
保
証
さ
れ
て
い
た
が
、
ド
イ
ツ
軍
に
従
軍
し
た
も
の
や
、
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

家
反
逆
罪
に
問
わ
れ
る
も
の
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
声
明
に
対
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
の
反
応
は
鈍
い
も
の
で
あ
っ
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た⑮
o

同
じ
頃
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
維
持
自
体
が
、
国
際
関
係
上
、
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

（
二
）
　
イ
タ
リ
ア
駐
留
問
題
と
国
際
的
圧
力

アトリー労働党政権のポーランド人再定住軍団の編成（溝上）

　
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
、
臨
時
政
府
承
認
後
も
旧
亡
命
政
府
系
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
は
、
ソ
連
、
東
欧
諸
国
か
ら
の
批
判
を

招
い
た
。
ソ
連
を
中
心
と
し
た
諸
國
は
、
亡
命
政
府
系
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
、
と
く
に
イ
タ
リ
ア
に
駐
留
す
る
ア
ン
デ
ル
ス
指
揮
下
の
第
二
軍
団

を
「
フ
ァ
シ
ス
ト
」
、
「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
」
で
あ
る
と
し
て
、
軍
を
解
体
し
な
い
イ
ギ
リ
ス
を
非
難
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
に
は
、
戦
時
中
に
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

イ
ツ
占
領
下
で
ド
イ
ツ
国
防
軍
に
入
れ
ら
れ
る
な
ど
し
た
後
、
終
戦
前
後
に
入
隊
し
た
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
「
フ
ァ
シ
ス
ト
」
の
レ

ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
要
因
と
な
っ
た
。
ま
た
、
戦
前
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
複
雑
な
民
族
構
成
を
反
映
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
四
四
年
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
か
ら
の
ユ
ダ
ヤ
人
兵
士
脱
走
事
件
が
起
き
て
お
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

る
姿
勢
が
問
題
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
本
国
の
体
制
に
従
わ
ず
反
ソ
的
姿
勢
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
亡
命

政
府
系
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
と
そ
れ
を
維
持
す
る
イ
ギ
リ
ス
に
敵
対
す
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
材
料
と
し
て
、
ソ
連
や
東
欧
諸
国
に
利
用
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
解
体
と
帰
国
拒
否
兵
士
の
処
遇
の
検
討
に
入
っ
た
の
は
、
四
六
年
一
月
か
ら
で
あ
っ

た
。
一
月
二
二
臼
の
閣
議
で
、
ベ
ヴ
ィ
ン
外
相
（
国
同
塵
①
ψ
樽
ω
Φ
＜
陣
P
）
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
に
対
す
る
国
際
的
批
判
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

軍
の
解
体
と
帰
国
拒
否
兵
士
の
処
遇
の
検
討
を
開
始
す
る
必
要
を
訴
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時
点
で
は
、
ベ
ヴ
ィ
ン
自
身
に
も
具
体
的
な

解
体
計
画
は
な
く
、
帰
国
拒
否
丘
ハ
士
に
つ
い
て
も
「
い
く
ら
か
を
軍
か
民
間
雇
用
で
（
国
内
に
）
吸
収
し
、
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
英
連
邦
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

他
の
地
域
に
送
り
た
い
」
と
考
え
て
い
た
。

　
そ
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
を
具
体
的
行
動
へ
と
動
か
し
た
の
は
、
イ
タ
リ
ア
情
勢
に
対
す
る
懸
念
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
、
イ
タ
リ
ア

は
、
帝
国
各
地
へ
の
連
絡
通
路
と
な
る
地
中
海
に
対
す
る
影
響
力
を
確
保
す
る
上
で
、
戦
略
的
に
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
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中
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
戦
後
の
イ
タ
リ
ア
を
イ
ギ
リ
ス
の
勢
力
圏
内
で
従
属
的
な
地
位
に
置
く
よ
う
、
イ
タ
リ
ア
に
強
い
影
響
力
を
行
使
し
よ

　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
戦
後
、
国
力
の
衰
退
に
よ
っ
て
イ
タ
リ
ア
に
影
響
力
を
行
使
で
き
る
力
を
急
速
に
失
っ
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
西
欧
へ

の
ソ
連
の
浸
透
に
対
す
る
強
い
恐
怖
感
の
中
で
、
帝
国
の
権
益
に
挑
戦
し
た
イ
タ
リ
ア
に
対
す
る
当
初
の
弱
体
化
を
目
指
し
た
懲
罰
的
な
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
改
め
、
よ
り
強
力
で
民
・
王
的
な
イ
タ
リ
ア
を
求
め
る
ア
メ
リ
カ
の
政
策
に
同
調
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
、
イ
タ
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

か
ら
の
連
合
国
軍
撤
退
を
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
な
ど
の
ド
ナ
ウ
連
邦
諸
国
か
ら
の
赤
軍
撤
退
と
リ
ン
ク
さ
せ
よ
う
と
し
て
お
り
、
戦

略
的
に
は
重
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
外
政
策
上
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
は
軍
事
力
を
撤
退
さ
せ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
ソ
連
の
影

響
力
浸
透
に
自
立
的
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
な
政
治
状
況
を
イ
タ
リ
ア
で
確
保
す
る
こ
と
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
イ
タ
リ
ア
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
が
政
治
的
に
厄
介
な
問
題
を
突
き
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
二
月
～
五
日
、
「
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
存
在
が
、
イ
タ
リ
ア
ー
ー
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
国
境
の
秩
序
と
安
寧
を
脅
か
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
」
と
す
る
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
政
府
か
ら
の
抗
議
書
簡
を
、
ソ
連
代
表
が
陸
連
に
提
出
し
た
。
こ
の
書
簡
で
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
政
府
は
、
ナ

チ
ス
に
協
力
し
た
ク
ロ
ア
チ
ア
の
極
右
組
織
ウ
ス
タ
シ
ャ
と
第
二
軍
団
と
の
つ
な
が
り
を
ほ
の
め
か
し
、
「
フ
ァ
シ
ス
ト
」
的
軍
を
維
持
し
て

い
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
を
非
難
し
た
の
で
あ
っ
た
。
当
時
、
イ
タ
リ
ア
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
は
ブ
リ
ウ
リ
ー
ー
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ー
ー
ジ
ュ
リ
ア
地
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
く
に
ト
リ
エ
ス
テ
を
め
ぐ
っ
て
領
土
を
争
っ
て
お
り
、
こ
の
地
域
の
帰
属
決
定
は
対
伊
講
和
の
焦
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
領
土
問

題
で
揺
れ
て
い
る
イ
タ
リ
ア
北
東
部
へ
向
か
っ
て
、
「
フ
ァ
シ
ス
ト
」
的
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
が
進
出
し
つ
つ
あ
る
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
政
府
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

抗
議
し
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
と
共
に
イ
タ
リ
ア
に
有
利
な
領
土
決
定
を
求
め
、
ソ
連
と
の
対
立
を
深
め
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
と
っ
て
、

無
視
で
き
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。

　
三
月
二
〇
日
、
ベ
ヴ
ィ
ン
外
相
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
方
針
を
伝
え
る
声
明
を
、
初
め
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
に
向
け
て
行
な
っ
た
。
そ
の
中
で

ベ
ヴ
ィ
ン
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
を
解
体
す
る
と
い
う
方
針
と
あ
わ
せ
、
帰
国
兵
士
の
待
遇
に
関
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
臨
時
政
府
の
見
解
を
伝
え
、

兵
士
に
帰
国
を
促
し
た
。
し
か
し
、
解
体
に
向
け
た
具
体
的
計
画
は
示
さ
ず
、
帰
国
拒
否
兵
士
の
最
終
的
処
遇
に
つ
い
て
は
、
「
現
段
階
で
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アトリー一労働党政権のポーランド人再定住軍団の編成（溝上）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

…
…
イ
ギ
リ
ス
領
内
で
定
住
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
保
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
曖
昧
さ
を
残
し
た
。

　
そ
の
こ
ろ
、
イ
タ
リ
ア
で
は
ま
た
別
の
問
題
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
。
四
五
年
一
二
月
の
デ
・
ガ
ス
ペ
リ
（
≧
。
箆
Φ
O
Φ
O
霧
℃
鼠
）
政
権
成

立
を
受
け
、
四
六
年
六
月
二
日
に
政
体
決
定
の
た
め
の
国
民
投
票
と
制
憲
議
会
選
挙
の
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ソ
連
・
東
欧
諸

国
か
ら
「
フ
ァ
シ
ス
ト
」
と
し
て
非
難
を
受
け
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
第
二
軍
団
の
存
在
は
、
戦
後
体
制
の
行
方
を
左
右
す
る
微
妙
な
時
期
に
、

左
派
勢
力
が
強
い
イ
タ
リ
ア
の
政
治
情
勢
に
影
響
を
与
え
る
懸
念
が
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
選
挙
実
施
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
部

で
は
、
第
二
軍
団
の
イ
タ
リ
ア
撤
収
の
必
要
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
四
六
年
五
月
、
外
務
次
窟
サ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
餓
『
○
§
①

ω
鋤
h
σ
q
Φ
巳
は
、
地
中
海
方
面
連
合
軍
司
令
官
モ
ル
ガ
ン
（
類
三
遷
ζ
。
貝
σ
q
寒
）
に
対
し
、
選
挙
へ
の
影
響
の
懸
念
か
ら
陸
軍
省
と
外
務
省
が
選

挙
前
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
を
撤
退
さ
せ
る
よ
う
準
備
し
て
き
た
こ
と
、
ベ
ヴ
ィ
ン
外
相
が
「
（
撤
退
し
な
い
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
批
判
が
高
ま
る

の
を
利
用
し
て
）
共
産
主
義
者
が
選
挙
で
台
頭
し
て
く
る
」
こ
と
を
強
く
懸
念
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
、
撤
退
に
同
意
す
る
よ
う
説
得
を
行

な
っ
て
い
る
。
モ
ル
ガ
ン
は
、
イ
タ
リ
ア
で
の
共
産
勢
力
伸
長
に
対
す
る
恐
れ
か
ら
、
外
務
省
や
陸
軍
省
と
は
逆
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
撤
退
に

反
対
し
て
い
た
。

　
三
月
九
日
、
遂
に
ロ
ー
ソ
ン
陸
相
（
旨
。
ぎ
ピ
睾
ω
8
）
は
、
イ
ー
ド
内
相
（
旧
幕
し
・
魁
Φ
）
に
対
し
て
、
選
挙
前
日
の
六
月
一
日
ま
で
の
移
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

開
始
の
必
要
を
訴
え
、
「
他
に
受
け
入
れ
先
は
な
い
」
と
し
て
撤
収
す
る
第
二
軍
団
を
連
合
王
国
に
一
時
的
に
受
け
入
れ
る
よ
う
要
請
し
た
。

後
述
の
よ
う
に
、
第
二
軍
団
は
＝
万
人
以
上
も
の
人
員
を
擁
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
中
で
も
最
大
規
模
で
あ
っ
た
。
国
際
的
圧
力
を
受
け
て
、

三
月
二
〇
日
の
声
明
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
解
体
方
針
を
明
確
に
す
る
中
、
ア
ト
リ
ー
政
権
は
、
第
二
軍
団
の
渡
英
問
題
に
押
さ
れ
る
形
で
、
そ

れ
ま
で
放
置
し
て
き
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
最
終
的
解
体
と
帰
国
拒
否
兵
士
の
処
遇
問
題
に
本
格
的
に
取
組
む
べ
き
状
況
に
直
面
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
定
住
先
の
模
索

四
六
年
春
の
時
点
で
、
約
二
〇
万
人
の
兵
士
と
、
兵
士
の
家
族
を
含
む
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
難
民
約
三
万
人
が
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
保
護
下
に
あ
っ

1ユ5 （439）



表　1946年4月時点でのポーランド軍の兵力とその位置

駐　屯　地 概数（単位：人）

ドイツ 30，000

イタリア 110，000

連合王国 40，000

その他（中東など） 30，000

計 210，000

陸軍のみ、ちなみに、空軍と海軍の総数は1万8000人。駐

屯地の内訳は不明

NA，　CO537f15377，　GEr　125　（46）　lst　，　4　April，　1946

⑳た
。
四
月
時
点
で
の
兵
士
の
総
数
と
駐
屯
地
域
別
の
概
数
を
表
に
示
す
。
表
か
ら
は
、
イ
タ
リ
ア
駐

留
の
第
二
軍
団
の
人
数
が
突
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
第
二
軍
団
の
渡
英
が
現

実
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
に
至
り
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
各
国
に
兵
士
の
移
民
と
し
て
の
受
け
入
れ

　
　
　
　
⑳

を
打
診
し
た
。

　
四
六
年
四
月
時
点
で
、
外
務
省
が
打
診
の
結
果
な
ど
か
ら
把
握
し
て
い
た
状
況
は
、
次
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
つ
い
て
は
、
全
体
的
に
見
通
し
は
暗
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス

と
ベ
ル
ギ
ー
は
戦
前
に
移
民
と
し
て
居
住
し
て
い
た
者
の
帰
国
以
外
は
認
め
よ
う
と
せ
ず
、
他
の
西

欧
・
北
欧
諸
国
も
否
定
的
で
あ
っ
た
。
一
方
、
オ
ラ
ン
ダ
は
、
労
働
力
不
足
の
緩
和
の
た
め
、
約
三

千
人
の
炭
坑
夫
の
み
の
受
け
入
れ
を
希
望
し
た
。
対
し
て
、
中
南
米
諸
国
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ

ラ
ジ
ル
な
ど
が
農
業
労
働
者
の
受
け
入
れ
を
希
望
し
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
二
万
入
か
ら
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

万
人
を
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
へ
移
民
さ
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
、

難
民
受
け
入
れ
に
つ
い
て
も
南
東
欧
か
ら
の
移
民
を
制
限
す
る
目
的
で
制
定
さ
れ
た
～
九
二
四
年
移

民
法
に
よ
る
出
身
国
別
移
民
割
当
制
を
厳
守
し
、
孤
児
を
優
先
的
に
受
け
入
れ
る
政
策
を
採
っ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ユ16 （440）

り
、
大
量
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
を
受
け
入
れ
る
可
能
性
は
低
い
と
外
務
省
は
考
え
て
い
た
。

　
以
上
の
状
況
を
受
け
、
五
月
二
日
、
英
連
邦
首
脳
会
議
で
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
「
再
定
住
政
策
を
行
な
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
ポ
ー
ラ
ン

ド
兵
は
…
…
一
七
万
か
ら
二
〇
万
人
に
な
る
－
…
↓
時
的
で
あ
っ
て
も
、
彼
ら
に
住
居
を
提
供
す
る
こ
と
は
我
が
国
に
と
っ
て
非
常
に
重
い
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

担
と
な
る
し
、
連
合
王
国
が
一
国
で
背
負
う
も
の
で
あ
る
と
期
待
さ
れ
る
べ
き
で
も
な
い
。
」
と
し
て
、
英
連
邦
諸
国
に
改
め
て
支
援
を
要
請

し
た
。
し
か
し
、
す
で
に
チ
ャ
ー
チ
ル
政
権
期
に
明
ら
か
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
英
連
邦
諸
国
の
反
応
は
冷
淡
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

相
は
検
討
を
約
束
し
た
が
、
七
月
二
五
日
に
「
で
き
る
こ
と
は
な
に
も
な
い
」
と
の
最
終
回
答
を
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
送
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ



アトリー一労働党政権のポーランド人再定住軍団の編成（溝上）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ン
ド
代
表
と
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
首
相
の
姿
勢
は
、
～
年
二
ヶ
月
前
の
も
の
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　
五
月
二
日
の
会
談
後
、
英
連
邦
諸
国
の
中
で
最
初
に
肯
定
的
な
反
応
を
示
し
た
の
は
、
カ
ナ
ダ
で
あ
っ
た
。
六
月
、
カ
ナ
ダ
政
府
は
、
イ
ギ

リ
ス
へ
送
還
す
る
ド
イ
ツ
人
戦
争
捕
虜
の
代
わ
り
の
農
業
労
働
者
を
調
達
す
る
目
的
で
受
け
入
れ
を
表
明
し
た
。
し
か
し
、
申
し
出
の
条
件
は
、

独
身
男
性
兵
士
で
三
年
間
農
業
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
者
の
み
四
千
人
に
受
け
入
れ
を
限
り
、
渡
加
後
、
条
件
に
合
わ
な
い
と
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

明
し
た
者
は
イ
ギ
リ
ス
に
送
還
す
る
と
い
う
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
当
初
、
こ
の
条
件
に
抵
抗
を
示
し
た
が
、
最
終
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
カ
ナ
ダ
の
要
求
を
す
べ
て
の
み
、
交
渉
が
妥
結
し
た
。

　
他
方
、
白
人
定
佐
地
の
限
ら
れ
て
い
る
植
民
地
に
お
い
て
は
、
受
け
入
れ
の
可
能
性
は
当
初
よ
り
低
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
七
月
一
六
日
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ホ
ー
ル
植
民
地
棺
（
0
8
H
σ
q
①
権
門
が
最
終
的
に
非
現
実
的
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
だ
し
た
。
こ
の
こ
ろ
、
植
民
地
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
の

受
け
入
れ
ど
こ
ろ
か
、
す
で
に
植
民
地
に
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
難
昆
に
対
す
る
退
去
要
請
さ
え
出
さ
れ
て
い
た
。
ホ
ー
ル
が
最
終
的
見
解
を
出

し
た
翌
日
、
イ
ン
ド
省
は
、
政
治
、
食
糧
状
況
の
悪
化
の
た
め
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
難
民
を
緊
急
に
退
去
さ
せ
る
こ
と
を
要
請
し
、
東
ア
フ
リ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

へ
の
移
送
を
提
案
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ホ
ー
ル
は
「
現
在
、
菓
ア
フ
リ
カ
に
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
難
民
は
…
…
戦
時
中
に
限
ら
れ
る
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

理
解
の
下
で
…
…
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
戦
争
終
結
以
降
、
東
ア
フ
リ
カ
政
府
は
繰
り
返
し
彼
ら
の
早
期
退
去
を
要
請
し
て
い
る
」
と

し
て
強
く
抗
議
し
た
。
植
民
地
支
配
が
揺
ら
ぐ
な
か
、
帝
国
は
も
は
や
、
本
国
の
思
い
通
り
に
移
民
を
送
り
出
せ
る
場
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ

っ
た
。

①
　
四
五
年
三
月
九
日
、
ヤ
ル
タ
会
談
を
受
け
て
ア
ン
デ
ル
ス
将
軍
が
、
イ
ギ
リ
ス

　
陸
軍
参
謀
長
に
短
し
て
出
し
た
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
将
来
」
の
中

　
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
を
英
米
軍
の
一
部
と
し
て
、
ド
イ
ツ
占
領
に
参
加
さ
せ
る
こ

　
と
を
求
め
た
（
宕
鋭
℃
幻
国
竃
ω
＼
ω
認
≧
○
。
り
勺
δ
ヨ
》
包
2
ω
δ
浄
Φ
○
鉱
Φ
｛
o
｛

　
H
ヨ
℃
㊦
目
巨
O
Φ
器
邑
ω
黙
｛
曽
㊤
と
碧
。
7
一
〇
畠
）

②
四
六
年
四
月
三
日
、
イ
ー
デ
ン
外
槽
の
ポ
…
ラ
ン
ド
軍
を
ド
イ
ツ
占
領
軍
と
し

　
て
使
う
こ
と
に
関
す
る
首
相
宛
書
簡
の
欄
外
に
は
、
チ
ャ
…
チ
ル
の
手
書
き
で

　
門
我
々
に
は
彼
ら
が
必
要
だ
。
ベ
ル
リ
ン
の
外
国
人
部
隊
は
戦
後
も
助
け
に
な
る

　
で
あ
ろ
う
扁
と
書
か
れ
て
い
る
（
℃
幻
閃
ζ
G
。
＼
。
。
詔
＼
一
ρ
勺
δ
雪
国
q
竃
8
0
ゲ
母
・

　
。
議
一
貫
目
鷲
篇
目
り
臨
）
。

③
累
〉
始
殉
国
ピ
ω
＼
G
。
給
＼
H
ρ
甲
。
目
○
話
σ
q
［
。
O
ご
門
。
運
鋼
ミ
窯
三
一
リ
ホ
．

④
四
五
年
五
月
二
七
日
付
け
の
首
相
宛
書
簡
で
、
イ
…
デ
ン
外
相
が
陸
軍
省
の
姿
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勢
に
対
す
る
強
い
不
満
を
漏
ら
し
て
い
る
（
℃
幻
U
5
ζ
ω
＼
ω
認
＼
ド
ω
り
「
δ
白
則
傷
魯

　
3
0
匿
嵩
室
戸
ミ
ζ
昌
6
参
）
。

⑤
四
五
年
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
世
界
四
〇
ヶ
国
以
上
に
派
兵
し
て
い
た

　
（
力
窯
効
宕
§
≦
o
犀
葭
9
§
馬
卜
霜
ぽ
ミ
象
、
電
§
眠
㌧
ぎ
き
、
裁
く
巳
．
ど
日
げ
Φ

　
国
く
。
ど
口
8
0
｛
い
9
げ
。
霞
、
ω
閃
。
お
戯
”
℃
o
躍
。
ざ
一
⑩
O
O
韮
α
ド
（
ζ
き
畠
Φ
。
。
δ
さ

　
b
っ
O
O
ω
）
も
．
δ
ω
）
。

⑥
駕
鋭
○
》
じ
d
お
O
＼
ρ
0
℃
（
＆
二
。
。
［
げ
し
。
。
智
⇔
．
6
濫
．

⑦
b
。
ミ
尊
§
譜
§
じ
曽
ミ
慧
ぎ
N
昼
9
箋
始
§
（
以
下
、
昆
℃
9
ω
①
「
ト
＜
。
ド
押

　
日
ぽ
O
o
臥
霞
魯
8
0
鳩
℃
9
し
り
山
9
温
習
ぞ
－
〉
話
器
酔
笛
ホ
ビ
、
円
8
0
a
o
｛
四
四
ω
o
器
－

　
G
。
δ
0
8
勺
。
ご
p
匹
讐
夢
①
ω
①
臼
①
寅
蔓
。
｛
ω
口
貴
し
・
、
ω
閏
。
窃
Φ
象
℃
o
名
工
ヨ
8

　
旨
巳
《
卜
⊃
心
6
膳
㎝
．
堕
ワ
①
刈
¶
．

⑧
瓢
〉
頃
○
ω
謡
＼
ま
ω
①
。
。
り
閃
δ
ヨ
閃
○
叶
。
工
匠
商
量
ヨ
げ
霧
。
・
く
ぎ
妻
印
門
鈴
～
①

　
竃
9
【
O
げ
一
り
蒔
①
■

⑨
四
五
年
八
月
二
〇
日
の
下
院
に
お
い
て
、
就
任
間
も
な
い
ベ
ヴ
イ
ン
外
相
は

　
門
軍
人
、
民
間
入
を
含
め
、
国
外
に
い
る
ポ
…
ラ
ン
ド
人
に
対
し
て
、
私
は
、
母

　
国
へ
帰
り
、
新
し
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
建
設
す
る
責
任
を
引
き
受
け
る
よ
う
に
促

　
す
」
と
述
べ
て
い
る
Q
（
き
、
欝
ミ
§
§
豆
b
魯
ミ
舞
G
ミ
ミ
ぎ
鳶
α
碁
器
「
‘
＜
o
一
’

　
蔭
ω
も
』
Φ
ρ
卜
∂
O
》
¢
α
q
β
。
。
＝
O
料
ゆ
）

⑩
こ
の
暗
の
調
査
で
は
、
調
査
対
象
二
〇
万
七
千
人
中
、
帰
国
希
望
は
三
万
七
〇

　
六
〇
入
で
あ
っ
た
（
寒
、
§
ミ
§
ミ
謎
b
S
ミ
舞
G
o
ミ
ミ
§
ひ
α
け
7
ω
⑦
ダ
＜
○
轡
a
♪

　
O
o
轡
①
①
μ
辰
O
o
け
一
〇
心
0
）
。

⑪
富
、
9
。
。
①
H
』
＜
。
「
＜
押
、
竃
β
ω
①
≦
ヨ
。
ζ
磐
3
〈
Φ
p
象
ω
7
齢
曾
ぎ
。
r
卜
。
ω

　
〉
謀
σ
Q
島
け
一
Φ
鼻
α
、
ビ
や
N
o
Q
．

⑫
奪
き
恩
．
卜
。
c
。
ゆ

⑬
き
其
、
ζ
刑
し
d
Φ
＜
ぎ
齢
。
竃
「
．
9
＜
魯
象
ω
ぽ
・
ゆ
g
貯
ヨ
。
搾
O
ω
魯
け
．
6
＆
、
き
珊
房

　
O
p
ρ
δ
巳
碧
ω
甲
署
■
δ
韮
ご
、
鼠
「
O
重
く
2
＆
筈
・
b
Φ
三
3
轟
け
。
筈
憎
．
じ
d
㊦
く
ぎ
噛
δ

　
○
♀
レ
逡
辞
窪
噺
搾
ω
O
鉱
①
ロ
仙
輿
ω
も
唱
・
一
〇
。
o
。
匹
齢
．

⑭
舘
ミ
§
§
ミ
q
b
S
ミ
舞
9
ミ
§
鳶
黛
げ
器
H
↓
＜
。
則
誌
ρ
○
。
銃
蕊
。
。
b
。
ふ
讐

　
、
ω
雷
帯
ヨ
の
馨
び
冤
℃
o
罵
ω
げ
℃
δ
＜
誌
帥
。
ロ
巴
O
⑦
＜
Φ
ヨ
欝
Φ
p
∬
、
笛
O
宣
旨
0
7
一
り
心
9

⑮
四
六
年
四
月
の
時
点
で
、
陸
軍
省
や
外
務
省
は
、
三
月
二
〇
日
の
声
明
に
対
す

　
る
ポ
…
ラ
ン
ド
兵
の
反
応
に
つ
い
て
、
否
定
的
な
見
解
を
示
し
て
い
た
（
宕
鋭

　
男
O
G
Q
謡
＼
α
①
①
三
目
O
円
瓢
一
品
㎝
（
℃
O
一
一
5
り
7
H
り
O
門
O
㊦
6
0
　
0
0
口
P
目
P
一
障
け
①
Φ
）
曽
『
［
竃
Φ
Φ
叶
ぎ
σ
Q
曽
麟

　
〉
醤
臨
6
＆
．
）
。

⑯
亡
命
政
府
系
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
に
い
た
ド
イ
ツ
軍
出
身
者
の
数
は
、
ズ
ブ
ジ
イ

　
ツ
キ
の
挙
げ
た
数
字
で
は
八
万
九
千
三
〇
〇
人
と
な
っ
て
お
り
（
智
轟
《
N
偉
σ
㍗

　
亀
。
罫
魯
9
ミ
も
．
O
o
。
）
、
四
六
年
六
月
四
日
の
下
院
で
陸
相
が
挙
げ
た
数
字
で
は
、

　
五
万
三
六
三
〇
人
と
な
っ
て
い
る
（
き
、
N
貯
§
§
ミ
遷
b
S
ミ
舞
G
Q
ミ
§
ミ
蒜
㎝
臣

　
6
・
①
罰
く
○
ド
鼻
b
o
ω
闇
O
o
囲
ω
O
刈
心
甘
p
①
一
り
心
①
）
。

⑰
四
四
年
四
月
二
五
日
の
チ
ャ
ー
チ
ル
宛
書
簡
で
、
亡
命
政
府
出
丸
ミ
コ
ワ
イ
チ

　
ク
（
ω
欝
巳
臨
g
。
≦
ζ
節
。
芭
。
亀
障
）
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
か
ら
の
ユ
ダ
ヤ
人
脱
走

　
を
報
じ
た
B
B
C
の
放
送
に
偏
り
が
あ
る
と
し
て
抗
議
し
て
い
る
（
翼
｝

　
勺
幻
国
ζ
ω
＼
G
。
⊂
臼
卜
。
＼
竃
お
u
男
δ
重
曹
爵
。
建
o
N
旨
ε
O
ぎ
H
o
訂
拝
霧
》
℃
臨
一
6
潅
）
。

⑱
属
＞
b
＞
b
d
路
。
。
＼
0
Ψ
○
ζ
（
蒔
）
刈
普
b
沁
冒
戸
6
ま
・

⑲
H
馬
匹
．

⑳
』
磐
Φ
。
。
臣
蓄
a
≦
ぽ
さ
§
鴨
§
賊
ミ
い
ミ
題
§
駄
貯
費
這
さ
∴
頴
？
§
馬

　
ぎ
N
ミ
亀
§
蹴
U
嘗
N
§
ミ
Q
駄
防
ミ
ぴ
ミ
蟹
翫
§
（
0
7
巷
匹
頃
一
拝
一
〇
c
◎
①
）
甲
ワ
G
Q
①
．

⑳
富
ミ
も
や
置
甲
①
．
な
お
、
高
橋
進
は
、
ギ
リ
シ
ア
内
戦
の
拡
大
が
独
自
の
対

　
伊
政
策
を
展
開
す
る
力
を
イ
ギ
リ
ス
か
ら
奪
い
、
ソ
連
と
の
対
抗
が
第
一
義
的
に

　
な
る
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
の
舛
伊
政
策
に
イ
ギ
リ
ス
が
同
調
す
る
要
因
に
な
っ
た

　
と
指
摘
し
て
い
る
。
（
高
橋
進
、
前
掲
論
文
、
一
＝
八
頁
、
二
二
六
頁
）

⑫
竈
ミ
も
℃
．
δ
⑩
る
ρ

⑬
藤
原
修
「
冷
戦
形
成
期
に
お
け
る
国
際
政
治
構
造
序
説
（
二
）
一
英
国
の
対

　
ソ
連
・
東
欧
政
策
を
手
が
か
り
に
i
」
、
『
国
家
學
会
雑
誌
』
｝
〇
二
（
五
、

　
六
）
、
（
一
九
八
九
年
五
月
）
三
三
六
一
九
四
頁
。
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⑳
寄
ミ
い
8
瀞
駄
＄
ミ
ミ
さ
§
誠
裕
＆
よ
り
§
寒
お
？
。
。
　
堵
♪

　
閃
○
ω
謡
＼
0
①
G
Q
“
メ
↓
の
冨
σ
q
鑓
日
坤
。
ヨ
男
9
鉱
σ
Q
o
O
｛
津
。
㊦
レ
O
Q
哨
㊦
げ
．
ち
蒔
①
’

⑳
　
高
橋
進
「
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
戦
後
体
制
の
形
成
と
冷
戦
一
戦
後
秩
序
の
形

　
成
と
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
連
合
の
崩
壊
」
石
井
修
編
『
一
九
四
〇
年
代
ヨ
…
ロ
ッ
パ
の

　
政
治
と
冷
戦
隔
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
～
九
九
二
年
）
二
〇
五
－
二
四
二
頁
、
お

　
よ
び
山
田
薫
『
イ
タ
リ
ア
共
産
党
と
戦
後
民
主
体
制
の
形
成
ー
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ

　
の
政
治
戦
略
の
展
開
（
～
九
四
三
年
か
ら
～
下
煮
八
年
）
葱
（
シ
ー
エ
ー
ピ
ー
出
版
、

　
二
〇
〇
二
年
）
一
九
四
一
二
〇
二
頁
を
参
照
の
こ
と
。

⑳
護
仁
人
号
ミ
も
も
■
δ
苧
。
。
．

⑳
き
ミ
§
§
§
豆
b
客
§
酔
9
§
§
ひ
鰹
プ
。
。
①
【
‘
＜
。
ピ
誌
ρ
○
。
囲
お
刈
メ
b
。
O

　
竃
P
8
『
回
¢
ら
①
．

鰺
螺
〉
”
頃
○
ω
謡
＼
9
ω
。
。
ρ
”
Φ
8
置
。
｛
↓
僧
野
ω
び
①
署
Φ
2
G
o
①
同
α
q
㊦
葺
帥
四
竃
。
門
－

　
α
Q
帥
P
霜
竃
曙
む
昏
O
■

⑳
累
〉
出
O
ω
謡
＼
ま
ω
芦
屋
。
白
ピ
碧
ω
。
三
。
臣
ρ
り
竃
震
。
げ
冨
ま
．

⑳
客
〉
甲
O
O
総
ミ
誌
綬
曽
冨
窪
p
9
鼠
象
鋤
坤
＝
9
℃
。
房
げ
》
讐
＆
閃
。
8
㊦
し
。

　
O
O
導
ヨ
一
鴬
①
Φ
邸
刈
窯
四
「
O
ゲ
一
㊤
昏
①
．

　
　
　
　
　
り

⑳
　
た
と
え
ば
、
エ
ク
ア
ド
ル
政
府
に
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
彼
ら
（
ポ
ー
ラ

　
ン
ド
軍
兵
士
）
の
定
住
先
を
全
力
で
探
し
て
い
る
…
…
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
移
民

　
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
に
エ
ク
ア
ド
ル
政
府
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
か
、
そ
う

　
で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
の
職
種
の
も
の
を
受
け
入
れ
る
か
に
つ
い
て
、
緊
急
に
知
り

　
た
い
」
と
打
診
し
て
い
る
（
鶉
♪
閃
O
ω
謡
＼
㎝
①
G
。
①
○
。
り
円
o
O
¢
一
国
P
り
〉
窟
錨

　
濁
り
＆
）
。

⑫
窯
〉
扇
O
ω
ご
＼
累
8
メ
Ω
園
ヨ
N
㎝
甲
巨
竃
㊦
㊦
号
α
q
誌
》
忌
＝
り
鼻
◎

⑳
客
鋭
閃
○
ω
Σ
＼
㎝
①
Q
。
①
ω
甲
ζ
Φ
ヨ
。
’
9
窯
。
客
気
し
ζ
亀
6
ま
層

⑭
録
臼

⑳
匿
匹
．

⑯
b
ム
賠
N
詑
M
山
駅
ゆ
＜
o
日
×
も
■
①
到
筆
。
ヨ
O
讐
①
｛
ぞ
轡
。
＞
巳
Φ
ρ
謡
冒
ξ

　
一
り
蒔
①
■

⑳
　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
代
表
は
、
「
自
国
の
兵
士
が
職
に
就
く
ま
で
は
、
連
合
王

　
国
か
ら
で
あ
っ
て
も
さ
ら
な
る
移
民
を
受
け
入
れ
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
の
態
度

　
を
明
確
に
し
た
。
ま
た
、
南
ア
ブ
り
力
連
邦
首
相
は
、
「
南
ア
フ
リ
カ
に
は
、
東

　
ヨ
…
ロ
ッ
パ
の
人
々
に
対
し
て
強
い
抵
抗
が
あ
る
。
彼
ら
の
移
民
を
、
ほ
ぼ
禁
止

　
す
る
に
等
し
い
法
律
も
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
を
南
ア
ブ
り
カ
に
受
け
入
れ
る
の

　
で
あ
れ
ば
こ
の
法
を
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
可
能
と
は
思
わ
れ
な

　
い
」
と
回
答
し
た
（
客
♪
「
○
ら
◎
潔
＼
α
①
ω
①
ρ
ζ
ぎ
仁
櫛
Φ
ω
O
｛
℃
蔦
ヨ
Φ
9
ぼ
鼓
2
、
ω

　
竃
①
⑦
瓜
お
b
竃
錯
一
り
＆
）
。

魎
b
§
M
＜
o
門
旨
も
℃
．
ω
○
。
甲
卜
⊃
甲
＞
o
江
お
ω
①
o
器
量
曙
。
｛
ω
齢
象
①
｛
o
「
国
×
叶
Φ
ヨ
紘

　
〉
跨
帥
躍
ω
け
。
》
簿
冒
α
q
俵
田
プ
O
o
ヨ
舅
尻
。
。
δ
昌
曾
ぎ
O
お
鉾
b
ヴ
臥
許
鉱
P
一
｝
q
器
一
り
蒔
①
’

⑲
b
G
肉
知
＜
○
ピ
昼
署
’
ω
8
山
’
》
。
欝
α
Q
笛
σ
q
ゲ
○
。
ヨ
邑
裟
8
ぐ
。
H
一
”
？
Φ
讐

　
ω
「
障
簿
ヨ
［
o
諺
9
冒
α
Q
ω
①
臼
Φ
陣
節
q
o
｛
ω
貯
け
①
♂
『
国
×
8
匿
9
一
》
蹴
鉱
目
P
刈
》
o
α
Q
■

　
一
逡
◎
カ
ナ
ダ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
竃
湯
「
斤
ぎ
↓
ぎ
旨
δ
P

　
§
鴨
b
o
ミ
跨
騨
§
駄
奪
§
，
ミ
職
§
ミ
b
馬
ミ
§
鴇
。
℃
器
駄
咋
ぎ
肉
一
越
ミ
Q
ミ
§
鮮
駄
ぎ
N
凡
客

　
右
心
－
浄
、
鼠
q
§
§
討
9
嵩
“
§
”
嵐
り
氣
。
。
心
学
へ
。
◎
（
堵
①
ノ
く
　
尾
。
「
犀
曽
　
卜
σ
O
O
O
）
を
参
照
の
こ

　
と
。

⑳
累
♪
0
8
ω
ミ
欝
α
ρ
竃
①
ヨ
ρ
げ
二
野
戸
δ
冒
ぢ
ち
参
■

⑪
窯
♪
○
○
総
刈
＼
冨
呂
回
ζ
①
臼
9
9
チ
㊦
勺
巴
冨
日
窪
賦
曙
¢
巳
雫
ω
Φ
o
語
欝
蔓

　
o
｛
ω
雷
8
｛
o
『
ぎ
傷
旦
一
刈
旨
巳
《
一
り
ま
．

⑫
賭
〉
Ψ
0
8
鵯
＼
δ
綬
曽
ζ
§
p
9
三
際
＝
し
。
。
智
ぞ
6
ま
．
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第
三
章
　
再
定
住
政
策
の
開
始

（｝

j
　
外
国
人
労
働
力
に
対
す
る
期
待
と
現
実

　
と
こ
ろ
で
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
を
行
き
場
の
な
い
「
厄
介
者
」
と
し
て
の
み
見
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
各
国
へ
受
け
入

れ
を
打
診
す
る
際
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
「
人
道
」
よ
り
は
、
移
民
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
が
受
け
入
れ
国
に
提
供
し
う
る
労
働
力
の
利
点
を
強

調
し
た
。
さ
ら
に
、
全
力
を
挙
げ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
の
再
定
住
先
を
海
外
に
求
め
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
も
ま
た
、
「
良
質
」
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
労

働
力
に
つ
い
て
は
、
独
占
的
権
利
を
主
張
し
た
。
四
六
年
六
月
六
日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
炭
坑
夫
を
求
め
る
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
代
表
に
対
し
、
応

対
し
た
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
職
員
は
、
「
我
が
国
と
し
て
も
、
一
定
数
の
炭
坑
夫
を
確
保
し
た
い
…
…
我
が
国
は
、
外
国
に
最
初
に
選
択
権
を
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

え
る
こ
と
で
、
他
国
政
府
が
炭
坑
夫
や
技
術
者
な
ど
の
ク
リ
ー
ム
を
す
く
い
取
る
こ
と
を
許
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
が
必
要
と
し
て
い
る
技
術
を
持
つ
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
を
先
に
イ
ギ
リ
ス
が
確
保
し
て
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
渉
に
応

じ
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
第
二
次
世
界
大
戦
中
か
ら
戦
後
の
復
興
期
に
か
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
労
働
力
不
足
に
悩
ま
さ
れ
た
。
と
く
に
不
足
が
深
刻
と
さ
れ
た
の
は
、

農
業
、
石
炭
業
、
繊
維
業
、
建
築
資
材
業
な
ど
伝
統
的
に
労
働
条
件
が
悪
く
、
か
つ
復
興
に
必
須
の
基
幹
産
業
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
労
働
力

不
足
を
補
う
た
め
、
ア
ト
リ
ー
政
権
は
、
農
業
を
中
心
に
戦
争
捕
虜
労
働
力
を
積
極
的
に
活
用
し
、
ま
た
、
西
欧
・
北
欧
諸
国
に
対
し
労
働
力

　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
募
集
を
お
こ
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
四
六
年
二
月
｝
四
日
に
、
ア
ト
リ
ー
首
相
は
、
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
国
璽
尚
書
（
》
H
酢
『
口
H
O
H
Φ
Φ
伊
豆
O
O
恥
）
を

議
長
と
す
る
外
圏
人
労
働
力
委
員
会
（
閏
。
邑
σ
q
冨
冨
げ
○
類
○
。
ヨ
慧
詳
Φ
Φ
）
を
任
命
し
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、
「
現
在
労
働
者
の
募
集
が
困
難
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
っ
て
い
る
基
幹
産
業
に
お
い
て
外
国
人
労
働
力
を
増
大
さ
せ
る
可
能
性
を
検
討
す
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
四
九
年
に
至
る

ま
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
願
労
働
者
の
募
集
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
の
外
国
人
労
働
力
政
策
の
策
定
に
携
わ
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
の
受
け
入
れ
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問
題
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
外
国
人
労
働
力
の
よ
り
戦
略
的
な
利
用
に
踏
み
出
し
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
生
じ
て
い
た
。
ゆ
え
に
、
労
働
力
利
用
問
題

は
、
兵
士
の
受
け
入
れ
の
議
論
に
微
妙
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
外
国
人
労
働
力
委
員
会
の
設
置
が
決
定
さ
れ
た
二
月
一
四
日
の
閣
議
に
お
い
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
兵
士
の
外
国
人
労
働
力
と
し
て
の
利
用
に

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
。
シ
ン
ウ
ェ
ル
燃
料
・
動
力
相
（
国
ヨ
暴
霊
巴
ω
鉱
薯
亀
）
は
、
不
足
し
て
い
る
炭
坑
夫
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
か
ら
募
集
す

る
可
能
性
を
検
討
中
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ド
ー
ル
ト
ン
蔵
相
（
田
σ
Q
げ
U
巴
8
⇔
）
は
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
維
持
に

伴
う
財
政
的
負
担
を
一
刻
も
早
く
終
わ
ら
せ
た
い
」
と
述
べ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
丘
ハ
を
労
働
力
不
足
緩
和
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
を
経
済
的
観
点

か
ら
支
持
し
た
。
一
方
、
ロ
ー
ソ
ン
陸
相
と
イ
ー
ド
内
相
は
帰
国
者
の
人
数
を
減
ら
し
か
ね
な
い
と
し
て
慎
重
論
を
だ
し
た
。
と
く
に
、
イ
ー

ド
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
に
「
暫
定
的
に
雇
用
を
提
供
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
内
で
の
恒
久
的
定
住
権
を
与
え
な
い
よ
う
」
求
め
た
。
以
後
、
五

月
末
に
再
定
住
軍
団
編
成
が
発
表
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
、
外
国
人
労
働
力
委
員
会
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
を
定
住
さ
せ
る
必
要
が
早
晩
浮
上
す
る

で
あ
ろ
う
こ
と
を
意
識
し
つ
つ
、
あ
く
ま
で
労
働
力
不
足
緩
和
の
観
点
か
ら
、
臨
時
の
外
国
人
労
働
力
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
を
活
用
す
る
こ

と
を
議
論
し
た
。

　
当
時
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
労
働
力
の
投
入
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
は
、
農
業
と
炭
坑
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
三
月
一
四
日
の
外
国
人
労
働
力
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

員
会
で
の
議
論
の
限
り
で
は
、
両
産
業
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
労
働
力
の
活
用
着
込
み
は
明
る
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
農

業
相
（
↓
・
白
≦
窪
婁
。
・
）
は
、
「
農
業
労
働
者
組
合
は
、
（
捕
虜
な
ど
）
質
の
低
い
外
国
人
労
働
力
の
流
入
に
敏
感
に
な
っ
て
」
い
る
と
し
て
、
慎

重
な
検
討
を
求
め
た
。
ま
た
、
シ
ン
ウ
ェ
ル
は
、
労
働
組
合
の
抵
抗
な
ど
の
問
題
に
あ
え
て
直
面
し
て
ま
で
、
少
人
数
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
炭
坑

夫
を
労
働
力
に
加
え
る
価
値
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
を
呈
し
た
。

　
四
月
三
日
の
外
国
人
労
働
力
委
員
会
に
お
い
て
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
労
相
（
0
8
お
Φ
H
ω
窪
8
）
は
、
す
で
に
連
合
王
国
内
に
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

軍
兵
士
に
つ
い
て
、
農
業
そ
の
他
の
肉
体
労
働
分
野
で
労
働
力
と
し
て
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
多
く
が
駐
屯
し
て
い
る
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
雇
用
機
会
の
多
い
地
域
へ
と
部
隊
を
移
動
さ
せ
、
労
働
力
不
足
の
あ
る
民
間
分
野
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
部
隊
を
旦
雇
い
で
派
遣
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す
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
シ
ン
ウ
ェ
ル
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
の
能
力
を
活
用
す
る
た
め
、
一
人
一
人
に
対
し
就
職
希
望
、
職
業
分

類
調
査
を
行
い
、
適
し
た
技
術
を
持
つ
者
の
雇
用
を
個
々
に
認
め
る
こ
と
を
提
案
し
、
委
員
会
の
大
半
の
支
持
を
得
た
。
た
だ
、
こ
れ
に
対
し

て
、
イ
ー
ド
内
相
が
、
集
団
的
な
管
理
が
不
可
能
に
な
る
と
し
て
強
く
反
対
し
た
。
結
局
、
委
員
会
は
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
に
調
査
を
要
請
し
つ

つ
、
イ
ー
ド
の
抱
く
不
安
を
汲
ん
で
、
民
間
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
の
雇
用
を
大
規
模
に
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
な
決
定
を
下
さ
な
か

っ
た
。

　
五
月
二
三
日
の
外
国
人
労
働
力
委
員
会
に
お
い
て
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
労
相
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
の
雇
用
見
込
み
に
関
す
る
調
査
結
果
を
報
告
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
労
働
力
の
即
座
の
活
用
は
困
難
で
あ
る
と
の
結
論
を
伝
え
た
。
当
時
、
国
内
に
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
三
万
七
千
人
の
う
ち
、
す

ぐ
に
働
け
る
の
は
半
分
以
下
の
一
万
六
千
人
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
、
す
で
に
陸
軍
省
の
倉
庫
作
業
や
農
作
業
な
ど
で
臨
時
に
集
団
雇
用
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
部
隊
で
の
集
団
雇
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
部
隊
を
集
団
的
に
雇
用
し
た
省
庁
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
の
仕
事
の
質
に
た
い
し
て
疑
念
を
抱
い
て
い
る
た
め
」
に
、
需
要
は
大
き
な
も
の
で
は
な
い
と
ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
は
結
論
し
た
。

～
方
、
個
々
人
の
民
間
雇
用
へ
の
大
規
模
な
放
出
に
つ
い
て
は
、
職
業
訓
練
の
必
要
や
言
葉
の
問
題
か
ら
、
前
日
に
発
表
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

人
再
定
住
軍
団
の
編
成
ま
で
待
つ
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
な
お
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
民
間
雇
用
へ
の
放
出
が
す
ぐ
に
は
困
難
で
あ
っ
た
他
の
重

要
な
理
由
と
し
て
、
労
働
組
合
を
説
得
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
事
実
、
再
定
住
軍
団
編
成
が
発
表
さ
れ
る

直
前
の
五
月
一
七
日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
再
定
住
政
策
に
対
す
る
労
使
双
方
の
協
力
を
得
る
た
め
に
労
働
省
が
招
集
し
た
合
同
諮
問
委
員
会

（
爵
Φ
累
践
8
巴
匿
募
。
q
O
。
日
昆
§
①
）
の
場
で
、
政
府
は
労
働
組
合
会
議
（
卵
塔
①
d
巳
8
0
9
σ
q
霧
ω
）
に
対
し
、
事
前
に
各
組
合
と
個
別
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

交
渉
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
士
定
住
軍
団
編
成
が
発
表
さ
れ
た
五
月
末
時
点
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
の

労
働
力
に
対
す
る
期
待
は
高
か
っ
た
も
の
の
、
現
実
的
な
利
用
可
能
性
は
そ
れ
ほ
ど
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
の
受
け
入
れ

に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
政
策
は
、
労
働
力
調
達
の
必
要
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
他
に
行
き
場
の
な
い
外
国
人
兵
士
を
取
り
扱
う
必
要

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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（
二
）
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
再
定
住
軍
団

アトリー労働党政権のポーランド入再定住軍団の編成（溝上）

　
前
述
の
よ
う
に
、
四
六
年
一
月
以
降
、
国
際
的
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
解
体
圧
力
が
か
か
り
、
第
二
軍
団
の
渡
英
が
喫
緊
の
問
題
と
し
て
迫
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
い
た
。
ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
維
持
に
か
か
る
経
費
の
点
か
ら
も
解
体
の
必
要
が
主
張
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
、
四
六
年
三
月
二
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

日
、
首
相
は
、
ド
ー
ル
ト
ン
蔵
相
を
議
長
に
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
委
員
会
（
℃
O
同
一
ω
げ
唱
O
門
O
Φ
ω
O
O
ヨ
瞬
P
一
門
樽
①
Φ
）
を
任
命
し
た
。
前
述
の
外
国
人
労

働
力
委
員
会
が
、
全
体
的
な
外
国
人
労
働
力
政
策
の
枠
内
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
の
雇
用
聞
題
を
扱
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
委
員
会
は
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
軍
の
解
体
と
兵
士
の
再
定
住
、
家
族
の
処
遇
な
ど
、
亡
命
政
府
の
承
認
喪
失
で
発
生
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
問
題
の
解
決
に
関
わ
る
問
題
を
専

門
に
扱
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
四
月
四
日
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
委
員
会
に
提
出
し
た
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
中
で
、
マ
ク
ニ
ー
ル
外
務
政
務
次
官
（
国
⑫
O
け
O
H
窓
O
冒
①
一
一
）
が
、
委
員
会

が
議
論
す
べ
き
問
題
の
概
要
を
示
し
て
い
る
。
彼
は
、
陸
軍
省
が
六
月
一
日
を
目
途
に
第
二
軍
団
の
イ
タ
リ
ア
撤
収
を
押
し
進
め
て
い
る
こ
と
、

三
月
二
〇
日
の
声
明
で
ベ
ヴ
ィ
ン
外
相
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
解
体
意
向
を
公
表
し
た
こ
と
か
ら
、
国
際
的
に
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
解
体
に
着
手

す
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
っ
た
と
述
べ
た
。
そ
し
て
「
国
内
の
工
業
…
な
ど
で
吸
収
で
き
る
人
数
を
早
急
に
調
べ
、
我
が
国
の
需
要
に
あ
う
よ

う
解
体
プ
ラ
ン
を
た
て
る
」
こ
と
を
委
員
会
に
要
請
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
心
方
、
同
じ
会
合
に
提
出
し
た
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
な
か
で
、
イ
ー
ド
内
相
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
再
定
住
軍
団
の
原
型
と
も
い
え
る
組
織
の
形

成
を
提
案
し
て
い
た
。
彼
は
、
少
な
く
と
も
一
五
万
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
兵
士
を
、
一
時
的
に
せ
よ
、
連
合
王
国
に
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
で

あ
ろ
う
と
認
め
た
上
で
、
二
つ
の
問
題
点
を
挙
げ
た
。
一
つ
目
は
、
外
国
人
人
口
の
急
増
で
あ
る
。
＝
五
万
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
を
国
内
に

受
け
入
れ
れ
ば
、
（
家
族
を
含
め
て
）
国
内
の
外
国
人
人
口
を
さ
ら
に
三
〇
万
人
以
上
増
や
す
こ
と
に
な
る
…
…
こ
れ
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
外
国

人
入
口
は
二
九
万
人
を
超
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
外
国
人
が
、
し
か
も
す
べ
て
が
同
じ
国
籍
で
、
比
較
的
短
期
聞
の
う
ち

に
流
入
し
て
く
る
と
す
れ
ば
、
大
き
な
政
治
問
題
が
お
き
、
国
民
の
問
に
不
安
や
敵
意
が
生
ま
れ
る
」
こ
と
を
イ
ー
ド
は
懸
念
し
た
。
二
つ
目
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は
外
国
人
兵
士
の
管
理
に
関
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
四
五
年
七
月
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
臨
時
政
府
承
認
以
降
、
亡
命
政
府
系
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
軍
の
法
的
根
拠
は
失
わ
れ
て
い
た
。
ゆ
え
に
、
「
国
内
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
兵
士
の
人
数
を
増
加
さ
せ
れ
ば
、
彼
ら
が
部
隊
か
ら
姿
を
消
し

た
り
、
非
合
法
の
活
動
に
加
わ
っ
た
り
す
る
危
険
性
が
高
く
な
り
、
（
逮
捕
さ
れ
裁
判
に
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
）
…
…
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
を
維

持
す
る
法
的
根
拠
が
無
い
こ
と
が
（
法
廷
で
）
暴
露
さ
れ
る
危
険
性
も
高
ま
る
」
と
い
う
の
が
、
イ
ー
ド
の
懸
念
の
中
心
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
の
民
間
で
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
労
働
力
不
足
が
あ
る
限
り
に
お
い
て
望
ま
し
い
と
し
つ
つ
も
、
国
外
追
放
先
が
な
い
た
め
に
、

外
国
人
労
働
力
の
雇
用
管
理
の
点
か
ら
問
題
が
生
じ
る
と
指
摘
し
た
。
門
（
民
間
で
働
け
る
よ
う
）
彼
ら
に
民
間
人
の
地
位
を
あ
た
え
る
や
い
な
や
、

彼
ら
の
雇
用
や
職
業
の
管
理
に
深
刻
な
問
題
が
出
て
く
る
。
外
国
人
令
（
と
一
魯
ω
○
誌
Φ
鉱
8
0
）
の
下
で
は
、
労
働
省
の
同
意
を
得
た
職
業
に

の
み
就
か
せ
、
許
可
の
な
い
起
業
を
禁
止
す
る
と
い
う
制
限
の
下
に
彼
ら
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
外
国
人
令
を
効
果
的
に
運
用
す

る
た
め
に
必
要
な
強
制
力
、
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
強
制
退
去
と
い
う
脅
し
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
は
通
用
し
な
い
。
政
治
的
迫
害
に

さ
ら
さ
れ
る
国
に
彼
ら
を
送
り
返
す
こ
と
に
は
強
い
抵
抗
が
出
る
だ
ろ
う
し
、
そ
も
そ
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
が
…
…
受
け
入
れ
を
拒
む
で
あ

ろ
う
か
ら
」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
法
的
根
拠
の
曖
昧
な
外
国
人
兵
士
の
集
団
を
扱
う
方
策
と
し
て
、
イ
ー
ド
が
出
し
た
結
論
が
、
イ
ギ
リ
ス
軍
規
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
に
適

用
で
き
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
軍
の
非
武
装
組
織
で
あ
る
「
労
働
大
隊
（
回
U
鋤
げ
O
虞
困
ゆ
P
肯
肖
餌
一
陣
O
P
）
」
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
を
組
織
し
、
一
定
期
間
、

連
合
王
国
の
役
に
立
つ
仕
事
に
振
り
分
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
が
イ
ギ
リ
ス
軍
の
管
理
下
に
あ
り
、
公
共
の
た
め
に
働

い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
伝
え
ら
れ
れ
ば
、
大
量
の
外
圏
人
兵
士
流
入
に
対
す
る
世
論
の
抗
議
も
押
さ
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
「
労
働
大
隊
」
は
、
そ
の
後
の
文
書
で
は
「
再
定
住
軍
団
（
渕
①
ω
Φ
巳
Φ
馨
艮
O
。
H
窃
）
」
に
置
換
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
こ
の
イ
ー
ド
の
提
案
は
、
マ
ク
ニ
ー
ル
の
先
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
と
と
も
に
、
四
月
四
日
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
委
員
会
に
お
い
て
検
討
さ
れ
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

筋
に
お
い
て
合
意
を
み
た
。
と
く
に
、
労
働
省
の
代
表
は
、
以
下
の
二
点
か
ら
イ
ー
ド
の
提
案
を
積
極
的
に
支
持
し
た
。
一
点
目
は
、
「
国
内

の
産
業
に
彼
ら
を
民
間
人
と
し
て
吸
収
す
る
に
は
労
働
組
合
と
の
厳
し
い
や
り
と
り
が
伴
い
、
非
常
に
難
し
い
課
題
と
な
る
。
労
働
省
は
、
そ
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れ
が
完
了
す
る
ま
で
に
二
年
は
か
か
る
と
見
て
お
り
、
再
定
住
軍
団
と
い
う
移
行
機
関
を
も
う
け
る
以
外
に
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

二
点
目
は
、
労
働
力
と
な
り
う
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
、
当
時
、
労
働
力
不
足
緩
和
の
た
め
に
す
で
に
決
定
さ
れ
て
い
た
ド

イ
ツ
人
捕
虜
の
渡
英
計
画
の
正
当
性
を
揺
る
が
す
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
さ
ら
に
一
〇
万
人
も
の
ド
イ
ツ
人
捕
虜
を
渡
英
さ
せ
る
函
丈
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
仕
事
に
使
え
る
可
能
性
が
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
入
と
同
時
に
、
ド
イ
ツ
人
を
連
れ
て
く
る
の
で
は
筋
が
通
ら
な
い
」
と

い
う
の
で
あ
っ
た
。

　
再
定
住
軍
団
の
組
織
に
つ
い
て
は
、
四
月
一
八
日
に
関
係
す
る
各
省
庁
の
代
表
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
委
員
会
に
お
い
て
詳
細
が
詰
め
ら
れ

⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

た
。
こ
の
日
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
労
相
が
提
出
し
た
ペ
ー
パ
ー
に
は
、
再
定
住
軍
団
の
具
体
的
な
組
織
計
画
の
概
要
が
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中

で
、
再
定
住
軍
団
の
組
織
に
あ
た
り
彼
が
重
要
と
し
た
の
は
、
以
下
の
諸
点
で
あ
っ
た
。
（
一
）
兵
士
た
ち
の
大
半
が
英
語
に
も
イ
ギ
リ
ス
の

生
活
様
式
に
も
全
く
無
知
な
状
態
で
あ
り
、
順
応
に
＝
疋
期
間
か
か
る
と
い
う
こ
と
、
（
二
）
規
律
と
管
理
を
維
持
す
る
た
め
の
し
か
る
べ
き

権
力
と
機
構
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
（
三
）
再
定
住
軍
団
は
、
社
会
に
役
立
つ
仕
事
（
農
業
、
土
木
・
建
設
業
、
建
築
資
材
業
な
ど
不
足

し
て
い
る
未
熟
練
の
肉
体
労
働
）
に
の
み
使
わ
れ
る
べ
き
こ
と
、
（
四
）
兵
士
た
ち
は
、
社
会
に
も
っ
と
も
と
け
込
み
や
す
い
方
法
に
よ
っ
て
、

産
業
上
の
騒
擾
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
を
減
じ
る
形
で
段
階
的
に
市
民
生
活
に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
在
団

期
限
は
二
年
間
と
し
た
が
、
こ
の
期
限
に
つ
い
て
は
退
団
時
の
雇
用
状
況
に
よ
っ
て
延
長
可
能
と
さ
れ
、
「
大
人
数
が
一
度
に
退
団
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
労
働
市
場
に
一
気
に
流
れ
込
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
に
と
っ
て
再
定
住
軍
団

は
、
外
国
人
兵
士
の
定
住
支
援
機
関
で
あ
る
と
と
も
に
、
労
働
力
調
節
機
関
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
の
計
画
に
対
し
、
大
半
の
省
は
＝
六
万
人
も
の
外
国
人
集
団
を
、
住
居
や
管
理
に
関
す
る
適
切
な
規
定
な
し
に
民
間
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

中
に
放
出
す
る
よ
う
な
」
事
態
に
な
れ
ば
、
「
治
安
の
紫
野
」
を
招
く
と
し
て
、
積
極
的
に
支
持
す
る
見
解
を
示
し
た
。
当
時
で
も
ポ
ー
ラ
ン

ド
兵
と
の
接
触
が
多
か
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
、
イ
ギ
リ
ス
軍
の
規
律
下
に
な
い
外
国
軍
の
存
在
に
世
論
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
対
す
る
懸
念
も
表
明
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
計
画
で
再
定
住
軍
団
を
所
管
す
る
こ
と
に
な
る
陸
軍
省
の
み
が
、
イ
ギ
リ
ス
軍
へ
の
入
隊

125 （449）



に
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
か
ら
強
烈
な
抵
抗
が
起
こ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
一
六
万
人
の
兵
士
に
イ
ギ
リ
ス
軍
規
を
徹
底
さ
せ
る
の
に
必
要
な
士
官
な
ど

の
入
員
を
イ
ギ
リ
ス
軍
か
ら
出
せ
な
い
こ
と
を
あ
げ
、
「
非
現
実
的
で
あ
る
」
と
反
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
を
そ
の
ま
ま
維
持
す

る
こ
と
を
主
張
し
た
。
委
員
会
は
、
結
局
、
陸
軍
省
の
反
対
は
保
留
に
す
る
形
で
、
労
働
省
の
立
案
し
た
線
で
の
再
定
住
軍
団
編
成
が
も
っ
と

も
望
ま
し
い
と
結
論
し
た
。

　
再
定
住
軍
団
を
イ
ギ
リ
ス
軍
の
一
部
と
す
る
こ
と
に
抵
抗
を
示
す
陸
軍
省
に
対
し
、
外
務
省
は
四
月
一
九
日
の
書
簡
で
説
得
を
お
こ
な
っ
た
。

外
務
省
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
政
体
・
領
土
双
方
に
つ
い
て
重
要
な
局
面
を
迎
え
て
い
た
イ
タ
リ
ア
情
勢
で
あ
っ
た
。
目
前
に
は
、
前
述
の

圏
民
投
票
と
綱
憲
議
会
選
挙
だ
け
で
な
く
、
対
伊
講
和
が
議
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
パ
リ
外
相
会
議
（
四
月
二
六
日
か
ら
七
月
＝
百
）
も
控
え
て

　
⑳

い
た
。
「
パ
リ
外
相
会
議
で
…
…
ベ
ヴ
ィ
ン
外
相
が
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
は
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
）
解
体
計
画
が
あ
り
、
ま
も
な
く
行
動
に
移
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
述
べ
ら
れ
る
立
場
に
あ
る
ほ
う
が
よ
い
」
と
い
う
の
が
、
外
務
省
の
説
得
内
容
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
パ
リ
外
相
会
議
が
再
開
さ
れ
る
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

日
の
六
月
一
四
日
、
政
府
は
イ
ギ
り
ス
代
表
団
に
宛
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
問
題
に
関
す
る
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
送
付
し
た
。
結
局
、
パ
リ
外
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

会
議
に
お
い
て
、
ソ
連
が
イ
タ
リ
ア
に
関
連
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
会
議
で
ソ
欝
乎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

相
モ
ロ
ト
フ
（
＜
廊
畠
Φ
。
。
一
p
＜
ζ
。
一
g
。
＜
）
は
、
講
和
条
約
締
結
後
の
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
連
合
国
軍
撤
退
を
執
拗
に
要
求
し
て
お
り
、
こ
の
会
議

に
関
連
し
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
問
題
に
神
経
を
と
が
ら
せ
た
こ
と
は
想
像
で
き
る
。

　
最
終
的
に
、
再
定
住
軍
団
は
、
イ
ギ
リ
ス
軍
の
非
武
装
組
織
と
し
て
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
入
団
は
強
制
で
は
な
く
志

願
制
と
と
さ
れ
、
国
内
で
維
持
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
部
隊
か
ら
徐
々
に
再
定
住
軍
団
に
移
る
形
が
と
ら
れ
た
。
内
相
が
問
題
に
し
た
ポ
ー
ラ

ン
ド
軍
の
法
的
根
拠
の
問
題
は
そ
の
後
も
放
置
さ
れ
、
四
七
年
に
成
立
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
群
定
住
法
（
℃
O
一
一
ω
げ
殉
Φ
ω
Φ
門
樽
一
Φ
ヨ
Φ
昌
け
》
O
叶
　
ド
⑩
脚
刈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

で
一
応
の
解
決
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
自
体
は
四
八
年
七
月
置
最
終
的
に
解
体
さ
れ
る
ま
で
、
超
法
規
的
に
イ
ギ
リ
ス
国
内
で

存
在
し
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
四
六
年
五
月
二
二
日
、
ベ
ヴ
ィ
ン
外
相
が
下
院
で
声
明
を
発
表
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
イ
タ
リ
ア
撤
収
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
言
定
住
軍
団
の
編
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⑳

成
を
発
表
し
た
。
軍
団
の
メ
ン
バ
ー
は
、
給
与
や
配
給
に
つ
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
軍
の
～
員
と
し
て
の
待
遇
を
受
け
て
定
住
準
備
を
し
つ
つ
、
労

働
省
に
雇
用
登
録
し
、
二
年
の
在
団
期
限
内
に
職
を
見
つ
け
、
最
終
的
に
除
隊
し
て
民
間
人
と
し
て
定
住
す
る
と
さ
れ
た
。
こ
こ
に
、
イ
ギ
リ

ス
政
府
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
の
再
定
住
政
策
に
踏
み
出
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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①
堵
〉
甲
O
＞
ω
b
。
H
＞
謡
ρ
軍
。
二
巴
。
邑
σ
q
。
O
｛
h
冨
8
夢
Φ
蜜
巨
ω
3
・
o
｛

　
ピ
餌
げ
。
仁
H
雪
匹
窯
p
賦
8
巴
ω
o
『
蕊
o
P
①
冒
屋
ド
リ
＆
■

②
拙
稿
「
ア
ト
リ
ー
労
働
党
政
権
の
東
欧
系
移
民
受
け
入
れ
政
策
”

　
お
ら
α
∴
O
ミ
」
（
『
二
十
世
紀
研
究
隔
第
四
号
、
二
〇
〇
三
年
＝
一
月
、
七
一
一
九

　
四
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

③
．
捕
虜
労
働
力
の
利
用
は
、
終
戦
後
拡
大
し
、
四
六
年
九
月
に
約
三
〇
万
入
で

　
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
一
方
、
西
欧
・
北
欧
諸
国
で
の
労
働
力
募
集
は
、
ベ
ル
ギ
ー

　
か
ら
の
数
百
入
規
模
の
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ワ
…
カ
ー
、
建
設
労
働
者
の
渡
英
に
結

　
実
し
た
が
、
同
様
の
労
働
力
不
足
を
抱
え
る
西
欧
・
北
欧
諸
国
で
の
労
働
力
募
集

　
は
、
四
六
年
秋
に
は
完
全
に
挫
折
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

④
累
♪
0
＞
切
巳
。
。
＼
伊
b
嵐
（
＆
）
♂
酔
ダ
駕
湯
げ
・
6
＆
’

⑤
H
げ
一
匹
．

⑥
客
鋭
閏
○
ω
諺
＼
ま
O
リ
メ
凋
9
働
α
Q
⇒
冨
び
。
葺
O
。
ヨ
自
陣
Φ
Φ
（
以
下
問
ピ
○
）
（
臨
）

　
一
ω
け
一
鼻
ζ
碧
O
げ
一
り
蒔
9

　
　
甲

⑦
Z
》
勺
○
ω
謬
＼
ま
O
O
刈
勘
ビ
O
（
幽
①
）
ト
っ
a
u
ω
〉
嘗
＝
逡
①
．

⑧
累
♪
哨
8
Σ
＼
霧
8
メ
ζ
婁
ρ
げ
二
ω
き
β
卜
。
b
。
鼠
避
ち
ま
．

⑨
ポ
ー
ラ
ン
ド
部
隊
を
雇
用
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
省
の
大
毘
は
、
三
月
一
四
日

　
の
外
国
人
労
働
力
委
員
会
で
、
〔
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
を
農
場
で
雇
用
し
た
経
験
か
ら

　
言
え
ば
、
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
　
一
般
的
に
労
働
者
の
資
質
は
低
く

　
…
…
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
を
全
面
的
に
使
う
の
で
あ
れ
ば
…
…
慎
重
な
審
査
が
必
要
で

　
あ
る
偏
と
述
べ
て
い
る
。
（
甥
♪
噂
O
G
。
刈
く
㎝
窃
O
リ
メ
鳴
い
○
（
膳
①
）
一
宇
鼠
ζ
碧
。
げ

　
一
逡
9

⑩
写
〉
扇
○
し
。
謡
＼
㎝
㎝
8
刈
扇
い
O
（
軽
①
）
ω
乱
b
ω
ζ
β
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団
6
臨
’

⑪
沁
母
ミ
駄
‡
§
ミ
、
蔭
ミ
琴
衛
謎
罫
孚
用
田
§
§
9
・
嗜
婁
（
U
。
巳
。
p

　
H
潭
9
も
．
寄
O
．

⑫
ω
ぎ
算
§
ミ
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。
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⑬
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罰
O
ω
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＼
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O
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9
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℃
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7
甥
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8
霧
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Φ
ρ
冨
。
冨
。
｛

　
讐
。
ω
Φ
臼
露
餌
蔓
。
｛
窪
Φ
O
魯
甲
屋
ρ
卜
σ
刈
ζ
践
畠
田
緯
①
．
な
お
、
議
長
以
外
の
委

　
員
会
の
常
任
メ
ン
バ
ー
は
、
国
璽
尚
書
、
内
相
、
陸
相
、
労
相
、
外
務
政
務
次
窟

　
で
あ
っ
た
。

⑭
瓢
♪
喝
○
ω
謡
＼
0
①
爵
メ
ζ
睾
。
■
げ
《
竃
。
蜜
芦
鷲
竃
胃
畠
6
濫
■

⑮
瓢
〉
閏
○
ω
ご
＼
0
①
①
b
。
国
竃
§
ρ
『
《
臣
ρ
雪
鼠
費
畠
6
臨
．

⑯
賭
〉
扇
8
醇
＼
9
①
卜
。
メ
O
国
駄
馬
σ
し
。
。
け
諸
Φ
Φ
ぎ
α
Q
誌
＞
9
＝
①
劇
①
．

⑰
窯
＞
b
O
㎝
ω
ミ
お
①
μ
累
窪
○
・
ぴ
団
臣
ρ
H
窯
3
6
ま
り
言
唱
r
。
。
鎌
×
H
’

⑱
H
ぴ
鉾
｝
署
㊦
巳
詳
H
り

⑲
H
窪
q
．
曽
〉
署
Φ
邑
淀
H
．

⑳
会
議
は
イ
タ
リ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
な
ど
当
事
国
の
代
表
を
含
め
た
第
一

　
ク
ー
ル
（
四
月
二
六
日
越
ら
五
月
一
六
日
）
と
米
英
仏
ソ
の
み
の
第
ニ
ク
ー
ル

　
（
六
月
一
五
日
か
ら
七
月
一
二
コ
口
に
分
か
れ
た
。
詳
細
は
、
山
田
薫
、
前
掲
雷
、

　
｝
九
四
頁
一
二
〇
二
頁
を
参
照
の
こ
と
。

⑳
属
鋭
℃
力
閃
諸
。
。
お
ω
N
軍
。
旨
』
。
げ
μ
田
暮
貯
曾
（
司
。
灸
σ
Q
p
O
｛
鵠
。
Φ
）
齢
。

　
｝
O
■
芝
「
】
）
お
≦
（
芝
碧
O
窪
。
㊦
y
一
り
》
讐
凱
同
O
鼻
①
．
こ
の
書
簡
は
、
ベ
ヴ
イ
ン
外

　
相
よ
り
ロ
ー
ソ
ン
陸
相
に
伝
え
る
よ
う
送
付
。

⑫
客
｝
閃
O
ω
謡
＼
α
8
c
。
ρ
日
o
q
内
u
r
。
一
£
晋
。
戸
じ
σ
券
h
堵
ρ
①
相
し
鼻
冒
器

（45！）127



　
H
Φ
蒔
①
’

⑱
　
た
だ
し
、
会
議
最
終
日
の
七
月
＝
百
、
ソ
連
代
表
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
西
側

　
占
領
地
域
に
い
る
難
民
の
申
に
ウ
ス
タ
シ
ャ
な
ど
と
と
も
に
ア
ン
デ
ル
ス
軍
の

　
門
フ
ァ
シ
ス
ト
」
兵
が
お
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
民
主
化
の
脅
威
に
な
っ
て
い
る

　
と
主
張
し
た
（
菟
舅
一
り
駆
◎
＜
o
一
」
H
も
’
り
G
。
㊤
）
。

⑳
ミ
真
署
．
ω
誤
－
ω
露
（
辰
竃
§
一
逡
①
）
も
や
0
餌
よ
置
（
H
り
冒
p
ρ
竈
＆
）
．

⑳
δ
象
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㊦
ρ
ρ
p
H
㊤
（
勺
O
一
圃
ω
ず
翔
㊦
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①
け
一
一
①
ヨ
Φ
訂
け
＞
O
斤
　
｝
O
艀
刈
）
．

⑳
穿
ミ
亀
ミ
§
§
冒
b
魯
ミ
舞
（
）
§
ミ
§
勉
振
浄
ω
⑦
困
こ
く
。
｝
．
島
N
O
。
｝
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ω
O
O
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り
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ζ
爵
一
躍
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■
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お
　
わ
　
り
　
に

　
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
移
民
に
対
す
る
姿
勢
は
、
本
論
が
明
ら
か
に
し
た
と
お
り
、
開
放
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ポ
ー

ラ
ン
ド
兵
へ
市
民
権
を
付
与
す
る
と
い
う
チ
ャ
ー
チ
ル
の
発
言
は
、
内
実
を
伴
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
に
対

す
る
寛
大
な
措
置
を
求
め
る
声
は
、
議
会
や
閣
僚
の
中
に
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
に
対
し
て
道
義
的
「
責
任
」
を
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
存
在
し
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
市
民
権
付
与
を
め
ぐ
る
そ
の
後
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
動

き
を
見
れ
ば
、
自
ら
の
「
責
任
」
範
囲
で
あ
る
と
認
め
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
に
対
し
て
で
さ
え
、
政
府
の
姿
勢
は
極
め
て
慎
重
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
通
常
の
帰
化
申
請
に
必
要
な
五
年
の
居
住
期
間
に
従
軍
期
間
を
含
め
る
こ
と
を
認
め
る
と
い
う
緩
や
か
な
優
遇
策
に
到
達
す
る
の
に
、

チ
ャ
ー
チ
ル
発
言
か
ら
三
年
も
要
し
た
こ
と
は
そ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

　
先
行
研
究
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
を
受
け
入
れ
た
背
景
と
し
て
、
英
国
内
の
労
働
力
需
要
に
加
え
、
連
合
国
軍
の
一
員
で
あ

っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
に
対
す
る
豊
艶
の
配
慮
や
、
「
白
人
」
で
あ
る
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
社
会
へ
の
同
化
が
容
易
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘

　
　
　
②

し
て
き
た
。
し
か
し
、
本
稿
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
定
住
を
後
押
し
し
た
と
し
て
も
、
イ
ギ
り
ス
政
府
が
一
〇
万
人
以
上
も
の
外
国

人
集
団
を
引
き
受
け
る
こ
と
を
決
意
す
る
直
接
的
要
因
で
は
な
か
っ
た
。
労
働
力
需
要
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
で
見
た
よ
う
に
、
特
定
の
技
術

や
資
格
を
持
つ
少
数
の
も
の
を
除
い
て
、
当
時
の
需
要
は
主
に
戦
争
捕
虜
の
よ
う
な
臨
時
労
働
力
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵

の
よ
う
な
定
住
を
前
提
と
し
た
移
民
を
求
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
人
捕
虜
の
渡
英
政
策
と
の
齪
齪
を
指
摘
し
て
再
定
住



アトリー労働党政権のポーランド人再定倥軍団の編成（溝上）

軍
団
編
成
を
支
持
し
た
ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
の
言
葉
は
、
そ
れ
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
自
ら
の
政
策
の
結
果
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
の
受
け
入
れ
に
追
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
薪
政
権
樹
立
を
め
ぐ
る

ソ
連
と
の
対
立
の
中
で
な
さ
れ
た
チ
ャ
ー
チ
ル
の
市
民
権
付
与
発
言
は
、
「
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
に
終
わ
っ
た
と
は
い
え
、
イ
ギ
リ
ス
が
ポ
ー

ラ
ン
ド
兵
を
将
来
的
に
受
け
入
れ
る
可
能
性
を
開
く
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
兵
士
の
意
志
を
尊
重
す
る
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
臨
時
政
府
の
指

揮
権
引
継
要
求
を
拒
否
し
、
イ
ギ
リ
ス
軍
の
人
員
不
足
の
中
で
、
戦
後
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
を
利
用
し
続
け
た
こ
と
で
、
「
フ
ァ
シ
ス
ト
」
と
名

指
し
さ
れ
る
第
二
軍
団
を
ソ
連
と
の
対
立
軸
の
～
つ
で
あ
っ
た
イ
タ
リ
ア
に
駐
留
さ
せ
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
四
六
年
六
月
の
国
民
投
網
と

制
憲
議
会
選
挙
を
前
に
、
第
二
軍
団
の
存
在
が
イ
タ
リ
ア
の
政
治
情
勢
に
与
え
る
影
響
を
懸
念
し
た
こ
と
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
最
終
的
に

受
け
入
れ
を
決
意
し
、
再
定
住
政
策
に
本
格
的
に
着
手
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
英
連
邦
諸
車
、
そ
し
て
植
民
地
が
受
け
入
れ
先
と
し
て

機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
最
終
的
に
本
国
へ
の
全
面
的
な
受
け
入
れ
に
結
び
つ
い
た
。
再
定
住
軍
団
と
い
う
他
の
移
民
か
ら
す
れ
ば
「
優

遇
」
的
な
組
織
が
用
意
さ
れ
た
の
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
対
外
政
策
上
、
そ
し
て
「
帝
国
」
の
紐
帯
が
弱
ま
る
中
で
、
本
国
に

「
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
」
存
在
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
加
え
て
言
え
ば
、
再
定
住
軍
団
は
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ポ
ー
ル
や
キ
ー
ス
・
ス
ォ
ー
ド
ら
が
指
摘
す
る
よ
う
に
外
国
人
労
働
力
を
効
果
的
に
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

用
す
る
手
段
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
も
の
の
、
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
、
国
内
の
準
備
が
整
わ
な
い
中
で
流
入
し
て

く
る
外
国
人
兵
士
の
集
団
に
対
応
す
る
た
め
の
臨
時
の
調
整
機
関
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
に
な
さ
れ
た
「
優
遇
」
に
対
す

る
「
人
種
」
の
影
響
を
強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
に
は
、
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
旧
植
民
地
か
ら
の
「
カ
ラ
ー
ド
移

民
」
が
、
一
九
四
八
年
の
国
籍
法
で
、
帝
国
の
紐
帯
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
ア
ト
リ
ー
政
権
の
意
向
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
国
籍
（
じ
d
葺
陣
鋒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

累
巴
・
塁
田
団
）
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
で
入
国
し
て
き
た
事
実
に
鑑
み
れ
ば
、
国
力
の
衰
退
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
大
国
」
あ
る
い
は
、
「
帝
国
」
と

し
て
対
外
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
続
け
た
こ
と
が
移
民
の
流
入
を
招
い
た
と
い
う
点
で
、
「
カ
ラ
ー
ド
移
民
」
の
流
入
に
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
の
受

け
入
れ
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
と
い
え
る
。
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な
お
、
本
稿
は
、
従
来
の
研
究
が
指
摘
し
て
き
た
労
働
力
需
要
の
影
響
を
よ
り
低
く
み
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
完
全
に
否
定
す
る
も
の
で
は

な
い
。
再
定
住
に
不
可
欠
と
さ
れ
た
兵
士
の
雇
用
問
題
が
、
外
国
人
労
働
力
委
員
会
で
主
に
議
論
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
本
稿
で
見
て
き
た
と

お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
三
章
で
見
た
よ
う
に
、
労
働
力
不
足
に
対
応
す
る
た
め
の
外
国
人
労
働
力
政
策
は
、
帰
る
と
こ
ろ
を
失
っ
た
外
国

人
兵
士
の
再
定
住
政
策
と
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
四
七
年
初
頭
以
降
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
再
定

住
政
策
は
労
働
力
政
策
の
よ
り
強
い
影
響
を
受
け
て
い
く
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　
①
　
拙
稿
「
ア
ト
リ
ー
労
働
党
政
権
の
東
欧
系
移
民
受
け
入
れ
政
策
」
、
七
七
－
七
　
　
　
　
　
究
で
は
、
再
定
佐
軍
営
の
設
概
の
目
的
の
…
つ
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
法
的
根
拠

　
　
八
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
言
及
さ
れ
て
い
る
（
の
ぞ
9
9

　
②
評
鼻
§
ミ
も
■
①
。
。
蕊
。
。
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＆
■
丸
い
ミ
も
』
紐
）
。

　
③
寧
ミ
も
‘
①
。
。
甲
ω
ξ
。
斧
Φ
餅
羨
門
貰
も
』
ミ
．
た
だ
し
、
ス
ウ
オ
ー
ド
編
の
研
　

④
密
§
営
卸
§
聾
も
や
ロ
叩
刈
昭
．
羅
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
C
O
E
研
究
員
）
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came　to　be　pubhshed　in　earnest。　The　Zuixin　xiushen　1’iaoleeshu最：新修身教科書，

published　by　the　Commercial　Press，　and　C伽6θ㎎κ∫αoκ％θ燃曲6％ガαo々θs肱初等

小学修身教科書，pubHshed　by　the　Qing　education　department，　are　representatlve

of　the　textbool〈s　pubEshed　during　this　period．　An　important　feature　common　to

both　of　these　textbooks　was　that　Tian　was　thoroughiy　disregarded　and，　in　its

place，　guo国，　the　nation，　was　es£a樋shed　as　the　foundation　of　lnoral　education．

Subsequelttly，　the　ideal　image　of　a　person　became　extremely　nationalistic，　reflect－

ing　his／her　existence　as　a　member　of　the　conmiunity，　in　the　form　of　the　guo　for

which　one　might　sacrifice　his／　her　nfe．

　　Thus，　between　the　Wuxu　and　Xinzheng　periods，　the　focus　of　the　textbooks

changed．　This　change　was　further　influenced　by　ethic　textbool〈s　of　Meiji　Japan．　ln

the　early　years　of　the　20th　century，　the　number　of　Chinese　students　in　Japan　in－

creased　very　rapidly，　and　a　great　number　of　Qing　bureaucrats　visited　Japan　to

observe　educagonal　facdities．　Furthermore，　a　Japanese　mission　of　government

bureaucrats　and　educators　visited　China　to　“cooperate”　in　the　educational　reform

of　China．　Through　such　contacts　between　Chna　and　Japan　during　this　period，　the

ethics　textbooks　of　Japan　exerted　infiuence　on　educational　policies　in　China．　Espe－

cially　worthy　of　note　is　the　fact　that　the　“lmperial　Rescript　on　Education”　“trft　Ili　gh

語，which　had　served　to　strengthen　nationalism　ln　Japan，　also　influenced　ethics

textbooks　in　China．

　　The　new　image　of　the　people　of　the　nation　brought　about　by　Japan　essentially

formed　the　ideo｝ogical　foundation　of　textbooks　of　the　Republic　of　China　after　the

Xinhai　revolution辛亥革命．　Therefbre，　the“modern　age”of　Chinese　education，

and　subsequent　nationalism　began　with　the　influence　of　both　Western　and　Japanese

educational　policies　and　was　facilitated　by　the　Chinese　policy　that　shifted　from　Tian

（heaven）　to　guo　（the　nation）as　the　basis　of　moral　education．

The　Formation　of　the　Polish　Resettlement　Corps

　　　　by　the　Attlee　Government，　1945－1946

by

Mlzol〈AMI　Hirorni

　　As　a　result　of　World　War　II，　Poland　lost　much　of　its　eastern　territory　to　the

Soviet　Union，　in　return　for　substantial　accessioRs　of　territory　in　the　north　and
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west．　Furthermore，　the　Polish　government　in－exile　in　London　was　disfranchised

and，　instead，　a　new　Polish　provisional　government　under　communist　control　was

formed．

　　At　that　time，　the　Polish　armed　force　in－exile，　consishng　of　more　than　200，000

men，　was　under　British　command．　The　Attlee　goverrmient　（1945　1951）　feared　the

possibhity　that　these　foreign　servicemeR　might　remain　on　their　hands．

Nonethe正ess，　against　the　backdrop　of　a　manpower　shortage　facing　the　British

Army，　it　feared　the　possible　insurgency　of　tbis　large　foreign　force　and　could　not

afford　to　take　a　strong　s£and　against　it．　As　a　temporary　expedient，　the　Attlee　gov－

ernment　employed　this　force　in　the　occupation　of　Germany　and　ltaly．

　　However，　at　the　beginning　of　1946，　the　international　situation　for¢ed　Britain　te

disband　these　Polish　forces．　Having　done　so，　it　sought　unsuccessfully　to　emigrate

these　sewicemen　to，　particularly，　Bri£ish　colonies　and　Dorninions．　With　no　alterna－

tive　in　sight，　the　Attlee　government　in　May　1946　decided　to　aliow　them　to　settle

in　Brttain　and　to　form　the　so－called　Polish　Resettlement　Corps．　By　the　end　of　the

1940s，　some　120．000　Poles，　including　dependants　of　Polish　ex－sewicemen，　had

settled　in　Britain．　They　constituted　not　oniy　the　majority　of　the　Polish　community

in　Britain，　but　also　one　of　the　largest　foreign　constituencies　in　lrnmediate　postwar

Britain．

　　In　their　examination　of　the　British　decision－malting　process　vis－a－vis　the　Poles，

previous　works　have　emphasized　postwar　Britain’s　manpower　needs．　ln　contrast，

this　essay　considers　the　question　in　the　broader　context　of　postwar　British　foreign

policy，　and　in　particular，　its　policy　vis－a－vis　ltaly．
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